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子どもからお年寄りまでみんな笑顔になる
人にやさしいまちの情報誌

P u b l i c  R e l a t i o n s   N o . 1 9 3 ９

Jun

なる

JJJuuun６月号

　5月12日（日）五月晴れの空の下、早島おまつり広場が開催されました。
5月1日の改元後初めての大きなイベントは、実行委員会手作りの背景を
バックに早島イ草太鼓童の太鼓で幕を明けました。会場の子どもたち
が演奏に飛び入り参加する微笑ましいシーンも。おまつりは家族連れな
ど大勢の人でにぎわいました。
　3月下旬から続く春の行事もこのおまつり広場が最終。いよいよ夏シー
ズンの到来です。今月の広報紙では、来る雨の季節への備えや、昔の絵
図を読み解くことで高梁川の変遷を学ぶ特集などを載せています。長
い紙面ですが今月も最後までお付き合いください。

た。
を
ち
な

ー
絵
長

今月号の主な内容
P 2 〜 5 　特集「高梁川嘉永洪水絵図を読む（上）」
P 6 〜10　まちからのお知らせ
　　　　　 「大雨、土砂災害に注意しましょう」
　 　　　　　「8月4日 町長選挙が行われます」ほか
P11〜17　健康＆福祉ガイド
　　　　　 「6月から個別けんしんが始まります！」ほか
P18〜19　地域包括支援センターだより
P20〜23　まちのイベントガイド、投句
P24〜25　こどもガイド
P26〜28　まちかど情報
P29〜31　まちのできごと

2019



2019.6  HAYASHIMA 2

高
梁
川
嘉
永
洪
水
絵
図
を
読
む（
上
）

〜〜
高高
梁梁
川川
今今
昔昔
物物
語語
〜〜

【
は
じ
め
に
】

　

平
成　

年
７
月
、
西
日
本
を
襲
っ
た

３０

豪
雨
は
岡
山
県
下
に
大
き
な
爪
痕
を
残

し
ま
し
た
。中
で
も
倉
敷
市
真
備
地
区
は
、

高
梁
川
の
増
水
に
よ
り
支
流
の
小
田
川
及

び
そ
の
支
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
多
大
な

被
害
を
出
す
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
梁
川
は「
母
な
る
川
」と
も
呼
ば
れ
、

中
国
山
地
か
ら
瀬
戸
内
海
ま
で
、
そ
の

広
い
流
域
を
豊
か
に
潤
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
農
業
用
水
や
上
水
道
の
水
を
直
接

高
梁
川
か
ら
引
く
早
島
町
に
と
っ
て
、

高
梁
川
は
命
の
源
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
優
し

い
母
な
る
川
も
ひ
と
た
び
怒
れ
ば
、
恐

ろ
し
い
荒
ぶ
る
川
と
な
る
こ
と
を
、
今

回
の
惨
事
は
私
た
ち
に
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

【
東
西
に
分
か
れ
る
高
梁
川
】

　

高
梁
川
の
今
あ
る
姿
は
、
明
治　

年
４４

（
１
９
１
１
）
か
ら
大
正　

年
（
１
９

１４

２
５
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
大
改
修
工

明治30年代の高梁川下流地域の地形図
清音古地で高梁川は東西に分かれ、小田川が西高梁川に合流しているのが分かる

高
梁
川
嘉
永
洪
水
絵
図
と
は

　

江
戸
時
代
の
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
に
起
こ
っ
た
大
洪
水
の
様

子
を
絵
図
に
描
い
た
も
の
で
す
。
高
梁
川
の
氾
濫
に
よ
り
浸
水
し
た

早
島
を
含
む
高
梁
川
流
域
の
状
況
を
克
明
に
描
い
た
一
級
の
資
料
で
、

戸
川
家
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

小田川の付替地点
山裾の緑の堤防は西高梁川の締切り堤防、茶色の部分は小田川を柳井原貯水池に導く新たな堤防
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事
に
よ
っ
て
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

で
は
、
そ
れ
以
前
の
高
梁
川
の
姿
は

ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
幕
末
に

書
か
れ
た「
鉄
砂
一
件
済
口
証
文
写
シ
」

弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）
と
い
う
文
書

に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
前
略
）
松
山
川
は
、
川
下
の
字 
鳫 
股

か
り

で
矢
掛
川
と
落
合
い
、
同
所
か
ら
東
西

両
川
と
な
る
。
（
中
略
）
松
山
川
は
伯

耆
国
境
の
高
山
か
ら
流
れ
、
海
岸
ま
で

凡
そ
三
十
里
余
。
河
口
か
ら
五
里
ほ
ど

上
流
ま
で
は
、
急
流
の
谷
山
川
で
左
右

に
堤
な
ど
は
な
い
。
そ
こ
か
ら
下
流
は

格
別
勾
配
も
な
く
鳫
股
か
ら
下
は
平
地

同
様
で
、
大
雨
の
節
に
は
押
流
さ
れ
た

土
砂
が
川
筋
に
た
ま
り
、
川
床
も
押
埋

も
れ
て
い
る
。
（
後
略
）

　

上
流
の
山
あ
い
を
急
流
と
な
っ
て
流

れ
た
松
山
川
（
高
梁
川
）
は
、
鳫
股

（
旧
清
音
村
古
地
辺
り
）
で
矢
掛
川

（
小
田
川
）
と
合
流
し
、
そ
こ
か
ら
東
西

二
つ
に
分
か
れ
て
流
れ
、
高
低
差
の
少

な
い
下
流
域
で
は
土
砂
が
堆
積
し
川
床

が
上
昇
、天
井
川
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
同
文
書
に
は
、「
水
江
・
中

島
・
西
阿
知
な
ど
東
川
・
西
川
に
取
り

巻
か
れ
村
々
は
、
洪
水
の
節
に
は
何
日

も
水
に
浸
か
り
、
人
命
に
か
か
わ
る
こ

と
も
あ
る
。岡
田
・
辻
田
・
有
井
・
箭
田
・

下
二
万
・
川
辺
の
五
カ
村
は
、松
山
川
・

矢
掛
川
の
間
に
挟
ま
れ
、
わ
ず
か
な
出

水
で
も
逆
水
が
押
し
入
り
、
床
上
ま
で

水
が
上
が
る
な
ど
の
災
難
も
度
々
で
あ

っ
た
。」
と
あ
り
、
高
梁
川
が
危
険
な
河

川
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
荒
ぶ
る
高
梁
川
】

　
『
新
修
倉
敷
市
史
』
に
よ
る
と
、
寛
永

５
年
（
１
６
２
８
）
か
ら
明
治　

年
３１

（
１
８
９
８
）
ま
で
の
２
７
０
年
間
に

主
な
も
の
だ
け
で
１
１
２
回
も
の
洪
水

が
あ
り
、
２
、
３
年
に
一
度
は
災
害
を

引
き
起
こ
す
暴
れ
川
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
納
所
家
文
書
」
に
は
、
慶
長

　

年
（
１
６
１
４
）
に
、
酒
津
の
堤
が

１９切
れ
「
備
中
寅
之
年
洪
水
」
と
呼
ば
れ

る
大
水
で
、
中
帯
江
の
前
に
「
丸
池
」

と
い
う
渕
が
出
来
た
こ
と
。
承
応
３
年

（
１
６
５
４
）
備
中
成
羽
村
が
残
ら
ず

流
失
し
た
「
成
羽
水
」
で
は
、
帯
江
領

の
小
瀬
戸
か
ら
大
水
が
侵
入
し
、
早
島

一
円
も
水
に
浸
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
記

高梁川改修地図
東西の高梁川が山あいを通過した後、東高梁川を酒津で締切り、新たな川を掘って
西高梁に合流させるという計画図。赤線が改修堤防
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載
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）

に
は
、
児
島
湾
北
西
部
の
新
田
地
域
一

帯
を
襲
う
嘉
永
の
大
洪
水
が
起
こ
り
ま

し
た
（
詳
細
は
次
回
）

　

明
治
に
な
っ
て
も
、
高
梁
川
は
氾
濫

を
繰
り
返
し
、
流
域
の
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
中
で
も
明

治　

年
（
１
８
９
３
）、
岡
山
県
一
円
を

２６
襲
っ
た
洪
水
の
被
害
は
甚
大
で
、
高
梁

川
水
系
で
は
、総
社
・
清
音
・
中
洲
・
水

江
・
西
阿
知
な
ど
の
外
に
、
小
田
川
沿

い
の
村
々
の
被
害
も
大
き
く
、
流
域
の

死
者
は
百
数
十
人
に
の
ぼ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
こ
の
時
、
被
災
地
を
見
分
し
た

早
島
村
の
太
田
淳
二
は
、
そ
の
様
子
を

　

午
前
三
時
頃
に
酒
津
の
一
の
土
手
を

越
水
し
た
水
は
、
二
の
土
手
を
破
壊
し
、

小
水
江
の
堤
百
間
余
り
を
破
壊
し
た
と

い
う
。
そ
の
た
め
、
西
藤
野
で
は
二
階

の
上
五
寸
ほ
ど
水
が
上
が
り
、
中
島
で

は
床
上
ま
で
水
の
上
が
っ
て
い
な
い
家

は
一
軒
も
な
く
、
平
屋
の
家
は
棟
を
残

す
の
み
で
、
実
に
言
語
筆
紙
に
尽
く
せ

ぬ
洪
水
で
あ
る
。

と
、
日
記
に
書
い
て
い
ま
す
。

【
埋
ま
る
河
床
】

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
高
梁
川
は
氾
濫
を

繰
り
返
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
大

き
な
原
因
と
い
わ
れ
る
河
床
の
上
昇
は

な
ぜ
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

備
中
は
『
古
今
和
歌
集
』
に
「
真
金

吹
く
吉
備
の
中
山
…
…
」
と
詠
わ
れ
、

古
く
か
ら
鉄
の
産
地
で
し
た
。
当
時
鉄

の
原
料
で
あ
る
砂
鉄
は
、
主
に
備
中
の

中
国
山
地
で
「 
鉄
穴 
流
し
」
と
呼
ば
れ

か

ん

な

る
方
法
で
採
取
さ
れ
ま
し
た
。「
鉄
穴
流

し
」
は
花
崗
岩
を
多
く
含
む
山
を
切
り

崩
し
、
近
く
に
設
け
た
水
路
に
流
し
土

砂
と
砂
鉄
を
分
離
す
る
も
の
で
、
砂
鉄

を
採
っ
た
あ
と
の
土
砂
は
水
と
と
も
に

川
に
流
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
鉄
穴
流

し
」
が
高
梁
川
の
中
・
上
流
域
で
盛
ん

に
行
わ
れ
た
結
果
、
大
量
の
土
砂
が
高

梁
川
に
流
れ
込
み
、
下
流
域
の
河
床
を

上
昇
さ
せ
た
の
で
し
た
。

【
高
梁
川
の
大
改
修
】

　

こ
の
暴
れ
川
で
あ
る
高
梁
川
の
抜
本

的
な
改
修
は
、
流
域
に
暮
ら
す
人
々
の

長
年
の
悲
願
で
し
た
。
特
に
多
く
の
死

者
を
出
し
た
明
治　

年
の
洪
水
は
、
そ

２６

の
思
い
を
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
し
ま

し
た
。
た
び
重
な
る
陳
情
の
末
、
明
治

　

年
（
１
８
９
８
）、
国
も
や
っ
と
重
い

３１腰
を
上
げ
、
総
社
市
井
尻
野
か
ら
河
口

ま
で
を
内
務
省
の
直
轄
事
業
と
し
て
改

修
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
の
財
政
事
情
の
た
め
に
事
業
は
遅
れ
、

内
務
省
が
高
梁
川
改
修
の
基
本
計
画
を

示
し
た
の
は
、
明
治　

年
（
１
９
０
７
）

４０

の
春
の
こ
と
で
し
た
。

　

計
画
で
は
、
東
西
の
高
梁
川
の
改
修

に
つ
い
て
五
つ
の
案
が
示
さ
れ
、
こ
れ

ら
を
検
討
し
た
結
果
、
東
西
の
山
間
部

を
通
っ
た
後
に
、
東
高
梁
川
を
西
高
梁

川
に
合
流
さ
せ
る
と
い
う
案
を
基
本
に
、

東
西
高
梁
川
の
分
岐
点
で
西
高
梁
川
を

締
め
切
り
、
東
高
梁
川
一
本
と
し
、
さ

ら
に
東
高
梁
川
を
酒
津
で
締
め
切
り
、

そ
こ
か
ら
水
江
ま
で
新
し
い
川
を
掘
っ

て
西
高
梁
川
に
合
流
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
締
め
切
ら
れ
た

西
高
梁
川
の
旧
河
道
は
貯
水
池
（
現
柳

井
原
貯
水
池
）
と
し
、
小
田
川
の
合
流

地
点
も
現
在
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
格
的
工
事
は
、
明
治　

年
４
月
に

４４

始
ま
り
ま
し
た
が
、
新
た
な
河
川
敷
や

堤
防
予
定
地
の
用
地
買
収
や
樋
門
の
付

高梁川東西用水組合事務所（国指定重要文化財）大正15年建築

改修工事で新設された東西用水酒津樋門（国指定重要文化財）
右から倉敷、備前樋、南部、西部、西岸の各用水路。八カ郷用水路は貯
水池の北にある
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け
替
え
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

中
で
も
樋
門
の
付
け
替
え
は
、昔
か
ら

の
慣
行
や
利
害
が
複
雑
に
絡
み
合
い
難

航
し
ま
し
た
。特
に
廃
川
と
な
る
東
高
梁

川
で
は
、
今
ま
で
の
樋
門
を
廃
し
、
新
た

に
据
え
直
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
流
域
の
町
村
で
は
大
正
５

年
（
１
９
１
６
）、
高
梁
川
東
西
用
水
組

合
を
設
立
し
、
こ
の
問
題
を
協
議
し
ま

し
た
が
、
配
水
量
を
め
ぐ
り
町
村
の
利

害
が
対
立
し
、
容
易
に
事
は
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
七
年
に
わ
た
る

粘
り
強
い
交
渉
の
末
、
酒
津
に
貯
水
池

を
設
け
、
今
ま
で
の
樋
門
を
統
合
し
た

新
た
な
樋
門
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
へ
配
水
す
る
こ
と
で
よ
う
や
く
解

決
し
ま
し
た
。
今
も
酒
津
に
建
つ
「
用

水
工
事
竣
工
記
念
碑
」
は
、「
合
同
ノ
目

的
貫
徹
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
実
ニ
地
方
百
年

ノ
幸
慶
ナ
リ
」
と
合
意
の
喜
び
を
記
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
困
難
を
乗
り
越
え
、
工
事

は
大
正
８
年
度
（
１
９
１
９
）
ま
で
に

築
堤
工
事
を
終
え
、
翌
年
度
か
ら
は
締

め
切
り
工
事
と
東
西
用
水
な
ど
の
付
帯

工
事
に
着
手
、
大
正　

年
（
１
９
２
５
）

１４

に
す
べ
て
の
工
事
を
完
了
し
ま
し
た
。

【
小
田
川
の
付
け
替
え
】

　

そ
れ
か
ら　

余
年
、
高
梁
川
は
、
再

９０

度
そ
の
姿
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
、
小
田
川
と
高
梁
川
の
合
流
地
点
を

変
更
す
る
改
修
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
で
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
の
説
明
に

よ
る
と
、
今
度
の
改
修
工
事
で
は
、
小

田
川
を
堤
防
に
よ
っ
て
高
梁
川
と
分

離
し
、
柳
井
原
貯
水
池
（
旧
西
高
梁

川
の
河
道
）
を
活
用
し
て
水
江
（
倉
敷

大
橋
付
近
）
で
高
梁
川
に
合
流
さ
せ
、

小
田
川
や
酒
津
地
点
の
高
梁
川
の
水
位

を
下
げ
る
と
い
う
も
の
で
、
４
年
後
の

令
和
５
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

百
年
の
間
に
大
き
く
姿
を
変
え
た
高

梁
川
。
今
回
の
改
修
工
事
が
、
高
梁
川

を
真
に
豊
か
な
「
母
な
る
川
」
に
変
え

る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
高
梁
川
の
今
昔
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
次
回
は
早
島
を
始

め
、
児
島
湾
北
西
部
の
干
拓
地
一
帯
を

襲
っ
た
嘉
永
３
年
の
大
洪
水
の
様
子
を
、

残
さ
れ
た
絵
図
や
記
録
を
も
と
に
ご
紹

介
し
ま
す
。
そ
の
時
何
が
起
こ
っ
た
の

か
、災
害
に「
ま
さ
か
」は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
考
文
献

　

早
島
の
歴
史
２　

通
史
編
（
下
）

　

早
島
の
歴
史
３　

史
料
編

　

太
田
晴
軒
日
誌

　

新
修
倉
敷
市
史
５　

近
代
（
上
）

　

同　
　

史
料
近
世
（
下
）

１０

　

水
利
ロ
マ
ン　

年
の
歩
み

９０

用水工事竣工記念碑

工事が進む小田川改修工事
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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
大
雨
や
長
雨
、

集
中
豪
雨
に
よ
り
、
風
水
害
や
土
砂
災
害

な
ど
の
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
災
害
へ
の

備
え
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
、
避
難
経
路
を　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

◆
安
全
な
避
難
を
行
う
た
め
に
は
、
避
難

場
所
、
避
難
経
路
を
事
前
に
確
認
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

◆
す
で
に
浸
水
が
始
ま
る
な
ど
、
外
が
危

険
な
場
合
に
は
建
物
の
２
階
（
崖
か
ら

離
れ
た
場
所
）
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し
て
、適
切
な

避
難
方
法
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
家
族
が
離
れ
て
い
る
と
き
の
安
全
確
認

の
方
法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
時
の
持
ち
出
し
品
は
、　　
　
　
　

　
　
　

事
前
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

◆
貴
重
品
、
衣
類
、
非
常
用
食
品
な
ど
を

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
の
準
備
も
大
切
で
す
。

◆
避
難
時
の
荷
物
は
必
要
最
低
限
に
し
ま

し
ょ
う
。

長長
雨雨
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す

〜〜
大大
雨
、 土
砂
災
害
に
注
意
し
ま
し 
ょ
う
〜

　早島町では、町民の皆さんが必要に応じてい
つでも土のうを持ち出せるように、「土のうステ
ーション」（土のう置き場）を町内３箇所に設置
しています。土のうステーションの中に入って
いる土のうの重さは約１０kgで、４０袋が入ってい
ます。必要に応じて必要な分だけを各自でお持
ちください。
　また、土のうを持ち出す前に、各ご家庭でも
保管場所を確保し、繰り返しご使用ください。
設置箇所：町防災倉庫、消防団第６部機庫、
　　　　　消防団第７部機庫
 　総務課（緯086・482・0611）問

土のうステーショ土のうステーションン
をご利用くださをご利用くださいい

　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
て
か
ら
強

い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
は
ご
く
わ
ず

か
で
す
。
そ
の
短
い
間
に
、
あ
わ
て
ず
に

身
を
守
る
た
め
に
は
日
頃
か
ら
の
対
応
を

考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

６
月　

日
（
火
）　

時
頃
か
ら
全
国
一

１８

１０

斉
の
試
験
放
送
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
放
送

の
際
に
は
、
町
の
防
災
行
政
無
線
（
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
）
で
放
送
を
行
い
ま
す
。
放

送
に
合
わ
せ
て
、
自
分
の
身
の
安
全
を
守

る
行
動
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話

（
緊
急
速
報
メ
ー
ル
／
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）で

避難行動要支援者避難行動要支援者のの
意意思思確認を行っていま確認を行っていますす

　災害発生時、高齢者や障がいのある人などの多く
は、自らの力で避難することの困難な避難行動要支
援者となることが考えられます。町では、いざとい
う時に避難支援（安否確認、情報伝達、避難誘導な
ど）が行えるよう、あらかじめ町と関係団体とで高
齢者や障がいのある人の情報を共有したいと考えて
います。対象となる人には、町から情報提供の意思
確認書を送付していますので、登録へのご協力をお
願いします。なお、以前登録している人にも3年ごと
に再度確認を行います。
　詳しくは町までお尋ねください。
 　総務課（緯086・482・0611）
　　健康福祉課（緯086・482・2483）
問

前
面
カ
バ
ー
を
は
ず
す
と

土
の
う
が
取
り
出
せ
ま
す

消防団第6部機庫に設置してある土のうステーション

は
、
試
験
用
の
緊
急
地
震
速
報
は
放
送
ま

た
は
送
信
さ
れ
ま
せ
ん
。

 
　

総
務
課

　
（
緯
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
１
）

問

緊
急
地
震
速
報
の
試
験
放
送
の
お
知
ら
せ
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岡
山
地
方
気
象
台
は
、
大
雨
に
よ
り
重
大
な
災
害

が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
、

市
町
村
単
位
で
大
雨
警
報
や
洪
水
警
報
を
発
表
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ど
の
地
域
で
ど
の
災
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
高
い
か
を
『
ひ
と
目
で
分
か
り
や
す
く
』
お
知

ら
せ
す
る
た
め
、「
警
報
の
危
険
度
分
布
」
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
警
報
の
危
険
度
分
布
」
に
は
、

「
洪
水
害
」「
土
砂
災
害
」「
浸
水
害
」
の
３
種
類
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
雨
警
報
や
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
最
新
の
情
報
を
確

認
し
、
早
め
の
避
難
行
動
の
判
断
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

 
　

岡
山
地
方
気
象
台

　
　
（ 
緯
0
8
6
・
2
2
3
・
1
7
2
1
）

問

警報の危険度分布を活用し、早めの避難判断を！

大規模災害の場合、ライフラインや物流が復旧するまで

長期に及ぶことが考えられるため調理に手間がかからないものを

各自で十分に用意しておきましょう。賞味期限にも注意を!!

水・食料は…
非常食は最低でも3日分できれば7日分を備蓄

・水（飲料用1日分は3ℓ×家族の人数）

・食料（インスタント・レトルト・缶詰 など）

・食器（スプーン・フォーク・割りばし・トレー皿・使い捨てコップ）

・ラップ・アルミホイル

・ナイフ・缶切り・栓抜き

・カセットコンロ・カセットボンベ

・ろうそく・マッチ・ライター

・アウトドア用品（テント・寝袋・ランプなど）

・バーベキューセット・木炭・固形燃料

・梱包用ひも・風呂敷

・はさみ・カッター

・布製ガムテープ

・裁縫セット

・着替え

・洗面・風呂セット

・段ボール箱

・ビニール袋・ゴミ袋

・新聞紙

・トイレットペーパー・簡易トイレ

・ポリタンク（給水用）

・台車・カート（飲料水などの運搬用）

非常備蓄品をそろえましょう
　電気、水道、ガスといったライフラインは、大災害発生直後は停止し、利用できなくなることを覚悟しておきま
しょう。大災害発生時、支援物資がすぐに届くとは限りません。コンビニなどのお店にも人が殺到し、商品がすぐ
なくなる可能性もあります。

自宅で7日間過ごす時に必要な備蓄品

はれるん 洪水害

土砂災害

浸水害

雨の様子
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【
早
島
町
長
選
挙
立
候
補
予
定
者

　

の
た
め
の
説
明
会
】

　

令
和
元
年
８
月
４
日
（
日
）
執
行
の
早

島
町
長
選
挙
に
つ
い
て
、
立
候
補
予
定
者
、

選
挙
事
務
責
任
者
の
届
け
等
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
関
係
者
は
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月　

日
（
金
）　

時
〜

２１

１０

場
所　

早
島
町
役
場
２
階　

第
１
会
議
室

【
早
島
町
長
選
挙
に
お
け
る　
　

　

期
日
前
投
票
立
会
人
募
集
】

　

選
挙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
一
層
の
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
期
日
前

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。（
若
干
名
）

勤
務
日
時

　

７
月　

日
（
水
）
〜
８
月
３
日
（
土
）

３１

　

８
時　

分
〜　

時

３０

２０

勤
務
場
所　

早
島
町
役
場

報　
　

酬　

日
額　
　

１
２ ,
０
０
０
円

内　
　

容

　

期
日
前
投
票
や
期
日
前
投
票
事
務
が
公

正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、

【
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
け

　

る
期
日
前
投
票
立
会
人
募
集
】

　

選
挙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
一
層
の
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
期
日
前

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。（
若
干
名
）

勤
務
日
時

　

告
示
日
の
翌
日
〜
選
挙
期
日
の
前
日　

　

８
時　

分
〜　

時

３０

２０

勤
務
場
所　

早
島
町
役
場

報　
　

酬　

日
額　

１
２ ,
０
０
０
円

内　
　

容　

期
日
前
投
票
や
期
日
前
投
票

事
務
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認

す
る
た
め
、
期
日
前
投
票
事
務
全
般
に
立

ち
会
う
業
務

８
月
４
日（
日
）

　
　

早
島
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

期
日
前
投
票
事
務
全
般
に
立
ち
会
う
業
務

対　
　

象

　

早
島
町
長
選
挙
の
投
票
資
格
を
有
す
る

人申
込
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、

早
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
町
役

場
総
務
課
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
応

募
用
紙
は
早
島
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

締　
　

切　

６
月　

日
（
金
）　

時

２８

１７

決
定
方
法

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
決
定
後
は
事
務
局
か
ら
連
絡

し
ま
す
。

 
　

早
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
（
〒
７
０
１−

０
３
０
３

 　
　

早
島
町
前
潟
３
６
０−

１
）

　
　
（
緯 
0
8
6
・
4
8
2
・
0
6
1
1
）

問

対　
　

象　

早
島
町
に
お
い
て
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
の
投
票
資
格
を
有
す
る
人

申
込
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
ご
記
入

の
う
え
、
早
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
町
役
場
総
務
課
）
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。（
応
募
用
紙
は
早
島
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

締　
　

切　

６
月　

日
（
金
）　

時

１４

１７

決
定
方
法　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
決
定
後
は
事
務
局

か
ら
連
絡
し
ま
す
。

 
　

早
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
（
〒
７
０
１−

０
３
０
３

 　
　

早
島
町
前
潟
３
６
０−

１
）

　
　
（
緯 
0
8
6
・
4
8
2
・
0
6
1
1
）

問

７
月　

日
の
任
期
満
了
に
供
い

２８

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

　

ス
マ
ホ
向
け
の
便
利
な
無
料
ア
プ
リ
「
は
や
し
ま
ナ

ビ
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

早
島
町
の
生
活
情
報
ア
プ
リ
で
、
防
災
、
防
犯
、
子

育
て
情
報
、
ゴ
ミ
収
集
日
な
ど
の
生
活
密
着
情
報
を
プ

ッ
シ
ュ
通
知
で
お
届
け
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
分
野
を

選
ん
で
受
信
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
施
設
マ
ッ
プ
や
施
設
ま
で
の
ナ
ビ
な

ど
の
便
利
機
能
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
　

ま
ち
づ
く
り
企
画
課

　
　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
0
6
1
2
）

問 は
や
し
ま
ナ
ビ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
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雇
用
形
態　

一
般
職
非
常
勤

募
集
人
員　

１
名

職
務
内
容　

図
書
館
業
務
の
補
助

休　
　

日　

週
休
２
日
制
（
交
代
制
）

就
業
時
間　

月
曜
日
を
除
く
９
時　

分
〜

３０

　
　
　
　
　
　

時
１８

賃 
金 
等　

日
額
６
， ８
１
０
円
、雇
用
保

　
　
　
　
　

険
あ
り

就
業
期
間　

令
和
元
年
７
月　

日（
土
）　

２０

　

〜
令
和
元
年
８
月　

日
（
土
）（
予
定
）

３１

応
募
資
格　
「
一
般
職
非
常
勤
職
員
等
登

録
申
込
書
」
を
６
月　

日
（
火
）（
必
着
）

１８

ま
で
に
提
出
し
た
人
で
「
司
書
」
を
希
望

す
る
人

選
考
方
法　

面
接
審
査
（
事
前
に
書
類
選

考
あ
り
）
７
月
４
日
（
木
）
実
施

 

・ 
　

〒
7
0
1−

0
3
0
3

　

早
島
町
前
潟
3
6
0−

1

　

総
務
課

　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
0
6
1
1
）

申

問

一
般
職
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

図
書
館
司
書
補
助
員（
短
期
）

　

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
さ
れ
て
い
る

「
は
か
り
」（
家
庭
用
を
除
く
）
は
、
計
量

法
に
よ
り
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
「
は
か
り
」
に
つ
い
て
、
定
期

検
査
を
実
施
し
ま
す
。
該
当
す
る
「
は
か

り
」
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月　

日
（
月
）

２４

　
　

時　

分
〜　

時
、　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１２

１３

３０

１５

場
所　

早
島
町
役
場
来
客
用
駐
車
場

検
査
対
象

・
商
店
、
事
務
所
、
農
家
な
ど
に
あ
る
商

売
用
「
は
か
り
」

・
病
院
、
医
院
、
薬
局
な
ど
の
業
務
用

「
は
か
り
」

・
学
校
、
幼
稚
園
、
福
祉
施
設
な
ど
の
体

重
測
定
用
「
は
か
り
」

・
宅
配
便
取
次
店
に
お
け
る
料
金
特
定
用

「
は
か
り
」

検
査
機
関

　

一
般
社
団
法
人 
岡
山
県
計
量
協
会

 
　

ま
ち
づ
く
り
企
画
課

　
　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
0
6
1
2
）

　
　

一
般
社
団
法
人 
岡
山
県
計
量
協
会

　
　
（
緯
0
8
6
・
2
4
2
・
3
1
5
0
）

問

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

応
募
資
格

① 
町
内
在
住
者
、町
内
勤
務
者
で
家
族
を

　

含
め
農
業
者
で
は
な
い
人

② 
町
内
在
住
者
、
町
内
勤
務
者
で
構
成
さ

　

れ
た
グ
ル
ー
プ
、
事
業
所
等

貸
付
区
画

　

１
世
帯
又
は
１
団
体
に
つ
き
１
区
画

（
募
集
数
に
達
し
な
い
場
合
は
複
数
可
能
）

空
き
区
画

　
　

区
画
（
令
和
元
年
５
月
１
日
現
在
）

１４
利
用
金
額
（
年
額
）

・　

㎡
未
満
＝
４ ,
７
０
０
円

３０
・　

㎡
未
満
＝
５ ,
５
０
０
円

４０
・　

㎡
以
上
＝
６ ,
３
０
０
円

４０
・
プ
ラ
ン
タ
ー
農
園
＝
２ ,
４
０
０
円

利
用
期
間

　

契
約
の
日
か
ら
令
和
３
年
３
月　

日
ま
で

３１

申
込
方
法　

建
設
農
林
課
に
備
え
付
け
の

利
用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

建
設
農
林
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
他

人
名
義
で
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

申
込
期
間　

随
時
（
祝
日
を
除
く
月
曜
日

〜
金
曜
日
の
８
時　

分
〜　

時　

分
）

３０

１７

１５

利
用
決
定　

先
着
順

　

詳
細
は
建
設
農
林
課
に
備
え
付
け
の
募

集
の
し
お
り
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 
　

建
設
農
林
課

　
　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
0
6
1
4
）

問

早
島
町
ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者
の
募
集

　

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

差
別
・
体
罰
・
虐
待
・
い
じ
め
・
D
V
・

セ
ク
ハ
ラ
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
・
誹
謗
・

中
傷
・
家
族
関
係
・
近
隣
関
係
・
不
法
行

為
な
ど 

日
時　

６
月
３
日
（
月
）　

時
〜　

時

１０

１５

場
所　

早
島
町
役
場　

３
階　

相
談
室

相
談
員　

早
島
町
人
権
擁
護
委
員

 
　

町
民
課

　
　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
8
2
）

問

全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」特
設
相
談
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家
の
中
に
、
使
わ
な
い
ま
ま
し
ま
っ
て
い
る

エ
コ
バ
ッ
グ
や
ふ
ろ
し
き
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

県
で
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
店
舗
、

消
費
者
・
環
境
団
体
な
ど
、
市
町
村
と
協
力
し

て
、
毎
月　

日
を
「
岡
山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋

１０

デ
ー
」
と
定
め
、
買
い
物
の
際
に
レ
ジ
袋
を
も

ら
わ
な
い
「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
」
の
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
は
、
日
本
で
は
国
民
一
人
あ
た
り
年

間
３
０
０
枚
も
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
も
ら
う
こ
と

を
見
直
し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を

出
さ
な
い
買
い
物
を
心

が
け
る
こ
と
は
、
ご
み

の
減
量
だ
け
で
な
く
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

毎
月　

日
の
「
岡
山

１０

県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
に
は
、
ぜ
ひ
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
　

町
民
課

　
　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
0
6
1
3
）　　

　
　

岡
山
県　

循
環
型
社
会
推
進
課

　
　
（
緯
0
8
6
・
2
2
6
・
7
3
0
6
）

問

毎
月　

日
は「
岡
山
県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」

１０

〜
６
月
は
普
及
啓
発
活
動（
P
R
）強
化
月
間
！
〜

　

５
月　

日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
か
ら
６
月
５

３０

日
（
環
境
の
日
）
ま
で
の
期
間
は
「
全
国
ご
み

不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」
で
す
。

　

町
で
は
、
町
民
と
連
携
し
、
ご
み
の
不
法
投

棄
の
監
視
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
不
法
投

棄
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
を
な
く
す

た
め
に
は
、
で
き
な
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
や

監
視
を
す
る
こ
と
な
ど
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
「
不
法
投
棄
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
不
法
投
棄
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

 
　

町
民
課

　
　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
0
6
1
3
）

問

全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ 
ィ
ー
ク

〜
不
法
投
棄
は
犯
罪
、少
量
の
ポ
イ
捨
て
も
不
法
投
棄
で
す
〜

消
費
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
商
品
を
S
N
S
で
宣
伝
す
る
と
報
酬
が
も
ら
え
る
」と
い
っ
た

広
告
に
ご
用
心
！

【
事
例
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
高
額
な
商

品
を
契
約
し
代
金
を
銀
行
か
ら
振
り

込
ん
だ
が
、
報
酬
を
振
り
込
ん
で
く

れ
る
は
ず
の
事
業
者
か
ら
報
酬
が
支

払
わ
れ
ず
、
連
絡
も
取
れ
な
く
な
っ

た
。
振
り
込
ん
だ
商
品
の
代
金
は
返

金
さ
れ
る
の
か
？

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

事
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
、

振
り
込
ん
だ
代
金
は
返
金
さ
れ
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

①
事
業
者
の
存
在
を
よ
く
確
認
し
ま

し
ょ
う

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い

る
事
業
者
が
実
在
し
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
契
約
す
る
前
に
事
業

者
名
や
所
在
地
を
よ
く
確
認
し
、

連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
し

て
事
業
者
の
存
在
を
よ
く
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

②
う
ま
い
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ
て
も
、

鵜
呑
み
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う

　
「
簡
単
に
儲
か
る
」な
ど
と
副
業
サ

イ
ト
等
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
り
、

友
人
等
か
ら
紹
介
さ
れ
た
り
し
て

も
、
内
容
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
慎

重
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
 
緯
1
8
8
（
い
や
や
）

 
　

ま
ち
づ
く
り
企
画
課

   
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
0
6
1
2
）

問

町内に不法投棄された畳
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健 康 ＆ 福 祉 ガイド
Health and Welfare Information

　介護保険料には、消費税による公費を投入した低所得者の保険
料軽減強化の仕組みがあり、平成２７年４月から一部実施をしてい
ます。このたびの消費税１０％への引き上げに合わせて、更なる軽
減強化が行われ、所得段階１〜３段階該当者の介護保険料が次の
表１のとおり変更となります。なお、これ以外の介護保険料（第
４段階〜第９段階）は据置きとなります。今年度の保険料は表２
のとおりです。みなさんの介護保険料は、６月中旬に保険料決定
通知書を郵送してお知らせします。年金天引き（特別徴収）以外
の人は、期限内に納付をお願いします。

介護保険料率が変わります

※合計所得金額…収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの
　所得控除をする前の金額です。また、長期譲渡所得及び短期譲渡所得は特別控除額を控除して得た額を用います。
 　健康福祉課　（緯086・482・2483）問

表１

令和2年度（予定）平成31年度
（令和元年度）平成30年度　所得段階

0.30.3750.45率
第1段階

21,600円27,000円32,400円年額

0.50.6250.75率
第2段階

36,000円45,000円54,000円年額

0.70.7250.75率
第3段階

50,400円52,200円54,000円年額

表２　　　　平成３１年度（令和元年度）　早島町介護保険料
年　額負担割合対象者段階

27,000円0.375

・生活保護の受給者
・世帯全員が住民税非課税かつ老齢福祉年金受給者
・世帯全員が住民税非課税かつ「公的年金等の収入金額＋合計所得金額−公的年金
等の所得金額」が80万円以下

１

45,000円0.625・世帯全員が住民税非課税かつ「公的年金等の収入金額＋合計所得金額−公的年金
等の所得金額」が80万円を超え120万円以下２

52,200円0.725・世帯全員が住民税非課税かつ「公的年金等の収入金額＋合計所得金額−公的年金
等の所得金額」が120万円を超える３

64,800円0.9・本人が住民税非課税（世帯課税者）かつ「公的年金等の収入金額＋合計所得金額
　−公的年金等の所得金額」が80万円以下４

72,000円基準額・本人が住民税非課税（世帯課税者）かつ「公的年金等の収入金額＋合計所得金額
　−公的年金等の所得金額」が80万円を超える５

86,400円1.2・本人が住民税課税で合計所得金額が120万円未満６

93,600円1.3・本人が住民税課税で合計所得金額が120万円以上200万円未満７

108,000円1.5・本人が住民税課税で合計所得金額が200万円以上300万円未満８

122,400円1.7・本人が住民税課税で合計所得金額が300万円以上９

　

要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
期
間
が
満
了

す
る
人
に
対
し
、
更
新
申
請
の
手
続
き
時

期
が
き
て
い
る
こ
と
を
書
面
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
7
月
か
ら

書
面
で
の
お
知
ら
せ
を
終
了
し
ま
す
。

　

事
務
事
業
見
直
し
の
中
で
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
や
施
設
職
員
の
ご
協
力
に
よ

り
更
新
申
請
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
や
施
設

等
と
本
人
家
族
と
の
重
複
申
請
、
ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
受
給
予
定
の
な
い
人
が
勧
奨
通

知
に
よ
り
申
請
を
行
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ

る
た
め
、
書
面
で
の
通
知
を
取
り
や
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

 
　

健
康
福
祉
課

　
　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
8
3
）

問

介
護
保
険　

更
新
勧
奨
通
知
の
終
了
に
つ
い
て
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健 康 ＆ 福 祉 ガイド
Health and Welfare Information

　がんは、現在日本人の死因の第１位です。生涯のうちにがんにかかる可能性は、男性の２人に１人、女
性の３人に１人と推測されており、日本人の３人に１人が、がんで死亡しているとも言われています。
がんや生活習慣病は、早期には自覚症状が無く、症状が現れた時にはすでにかなり進行していること
があり、健康長寿の妨げとなるだけでなく、医療費にも大きな影響を与えます。
　早期に発見するには、無症状のうちから定期的なけんしんを受けることが大切です。
　町の特定健診・がん検診等は６月から始まります。詳しくは、本紙折込の「令和元年度早島町けん
しんのご案内」をご覧ください！

健診等） が始まります ！

「体験談〜町の検診（肺がん検診）を受けて〜」

  私は病院勤務していたこともあり、職場で検診は毎年受けていました。退職後も検診は受け続け異常はあ

りませんでしたが、初めて町の検診（肺がん検診）を受けた年、要精密検査と言われ、専門の医療機関で検

査をしたところ、肺がんが見つかりました。親族、兄弟のうち誰も発病した人はなく、たばこを吸う人も周

りにいませんでしたから、驚き、動揺しました。幸い早期発見のため手術だけで終わり、抗がん剤

治療もなく、５年が経ちました。先生から「卒業おめでとうございます」と言われ、家族みんな

で一安心して喜びました。検診は家族全員が安心して暮らせるお守りです。早期発見が一番です。

そのためには、家族全員で検診を受けることが大切だと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 早島町在住 ７０歳代 女性 

H３０年度早島町がん検診におけるがん発見者数（H３１.３月末時点）
　早島町でも毎年がんが見つかっています。「自分は大丈夫」と過信せず、１年に１回、定期的にがん検診や特定
健診を受診し、自分自身のからだに向き合いましょう。

 　健康福祉課 （緯086・482・2483）問

胃がん検診
受診者
591人

【
胃
が
ん
】

【
肺
が
ん
】

【
大
腸
が
ん
】

肺がん検診
受診者
1,069人

大腸がん
検診受診者
954人

要精密
検査者
25人

がん発見
0人

がん発見
1人

がん発見
3人

要精密
検査者
7人

要精密
検査者
48人

子宮がん
検診受診者
598人

【
子
宮
が
ん
】

【
乳
が
ん
】
【
前
立
腺
が
ん
】

乳がん検診
受診者
551人

前立腺がん
検診受診者
324人

要精密
検査者
7人

がん発見
0人

がん発見
2人

がん発見
3人

要精密
検査者
19人

要精密
検査者
48人

個別けんしんのいい所
・予約して受診できる！

・好きな日時に受診できる！

忙しいあなたにピッタリです！
がん健診
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　早島町の特定健診は、４０歳から７４歳の国民健康保険被保険者を対象に、実施しています。早島町の特定健診を

受診していない人で、かかりつけ医で定期受診している人や、「労働安全衛生法」に基づく職場での健診を受け

ている人は、特定健診の検査項目について結果を情報提供していただくことで、特定健康診査に代えることが

できます。

　結果を提供いただくと、早島町の特定健診を受けた場合と同様に、健康教室や運動教室、特定保健指導等の

情報提供や、生活習慣改善のアドバイス等をさせていただきます。また、いただいた健診結果を分析すること

により、早島町が保健事業を実施するための参考とさせていただきます。

対象となる人　次の１〜３のすべてにあてはまる人

１．平成３１年４月１日以降持続して早島町国民健康保険に加入の人で、４０歳から７４歳の人

 ２．早島町の特定健診を受診しない人で、①かかりつけ医を定期的に受診している人、または②令和元年度（平

  成31年４月１日〜令和２年３月３１日）に職場の健診を受診した人

３．令和元年度に受診した指定の検査項目のすべてを令和２年３月３１日までに提供できる人

　提供いただいた人には、粗品をプレゼントします！詳しくは町民課へお問い合わせください。

健診結果の情報提供にご協力ください
〜早島町国民健康保険の皆さんへ〜

6月から個別けんしん （がん検診・特定 

早島町が目指している国保特定健診受診率は60％！！受けよう！特定健診！！

31.0 34.1 34.2 
37.1 

27.2 28.7 28.9 29.4

46.0 46.5 44.9 46.5 

25

30

35

40

45

50

55

60

H26 H27 H28 H29

早島町国保特定健診受診率の推移

早島町

岡山県

県内同規模
市町村

受診率をもっと上げたい

0 20,000 40,000 60,000

特定健診未受診者

特定健診受診者

目標値ライン

(％)

特定健診・特定保健指導実施率法定報告値より

(年度)

特定健診を受診した人と受診していない人では、かかる医療費もこんなに違います。未受診のままだと、自分の
健康状態には気が付くことができず、かえって長く病院にかかってしまう可能性もあります。

国保データベース（KBD）システムより（令和元年5月8日現在）

平成29年度1件受診あたりの医療費

 

生活習慣病に自覚症状はありません。
健康なからだを目指して、
年に１度は、健診へ行きましょう！

(円)

41,930 

27,940 

国民健康保険・後期高齢者医療保険以外の保険にご加入の人も、加入先の保険に応じて健康診断を受診しましょう！ 

約1.5倍！約1.5倍！

特定健診

 　町民課 （緯086・482・0613）問
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高
齢
者
を
対
象
に
し
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

〜
定
期
接
種
の
対
象
者
は
毎
年
異
な
る
た
め
、

　

接
種
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
〜

接
種
期
間

　

令
和
２
年
３
月　

日 （
火
） ま
で

３１

接
種
場
所　

岡
山
県
内
の
協
力
医
療
機
関

・
こ
の
制
度
で
は
、
今
ま
で
に
成
人
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が

な
い
人
を
対
象
に
、
今
年
度
中
に
１
人
１

回
、定
期
接
種
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

・
対
象
と
な
る
年
度
に
お
い
て
の
み
、
定

期
接
種
と
し
て
公
費
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
対
象
年
齢

と
な
る
年
度
に
ご
案
内
し
ま
す
。

自
己
負
担
金　

３
， ５
０
０
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯

の
人
で
減
額
・
減
免
を
希
望
す
る
人
は

接
種
前
に
健
康
福
祉
課
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
住
民
非
課
税
世

帯
の
人
で
、
減
額
を
希
望
す
る
場
合
は
、

申
請
書
に
世
帯
全
員
の
署
名
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
接
種
後
に
減
額
・
減
免
は

で
き
ま
せ
ん
。

減
額
・
減
免
申
請
に
必
要
な
物

　

印
鑑
、
個
人
通
知
の
は
が
き

接
種
方
法

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
の
う
え
、

直
接
医
療
機
関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
へ
持
っ
て
い
く
物

　

健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

　

被
保
険
者
証
、
個
人
通
知
の
は
が
き

　

上
記
表
Ｂ
に
該
当
す
る
人
は
、
身
体
障

　

害
者
手
帳
ま
た
は
診
断
書

僉
肺
炎
球
菌
と
は
僊

　

肺
炎
球
菌
は
主
に
気
道
の
分
泌

物
に
含
ま
れ
る
細
菌
で
、
唾
液
な

ど
を
通
じ
て
飛
沫
感
染
し
、
気
管

支
炎
や
肺
炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重

い
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
肺
炎
は
わ
が
国
の
死

亡
原
因
の
第
３
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
常
的
に
生
じ
る
成

人
の
肺
炎
の
う
ち
４
分
の
１
〜
３

分
の
１
は
肺
炎
球
菌
が
原
因
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

僉
予
防
接
種
の
効
果
僊

　

肺
炎
球
菌
に
は　

種
類
以
上
の

90

血
清
型
が
あ
り
、
定
期
接
種
で
使

用
さ
れ
る
「　

価
肺
炎
球
菌
ワ
ク

２３

チ
ン
」
は
、
そ
の
う
ち
の　

種
類

２３

の
血
清
型
を
予
防
の
対
象
と
し
た

ワ
ク
チ
ン
で
す
。
こ
の　

種
類
の

２３

血
清
型
は
、
成
人
の
重
症
の
肺
炎

球
菌
感
染
症
の
原
因
の
約
６
割
を

占
め
る
と
い
う
研
究
結
果
が
あ
り

ま
す
。

 
　

健
康
福
祉
課

　
　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
8
3
）

問

接種費用の一部を公費で負担する令和元年度の定期接種対象者
生年月日対象者

昭和２９年４月２日～昭和３０年４月１日生６５歳となる人

A

昭和２４年４月２日～昭和２５年４月１日生７０歳となる人

昭和１９年４月２日～昭和２０年４月１日生７５歳となる人

昭和１４年４月２日～昭和１５年４月１日生８０歳となる人

昭和９年４月２日～昭和１０年４月１日生８５歳となる人

昭和４年４月２日～昭和５年４月１日生９０歳となる人

大正１３年４月２日～大正１４年４月１日生９５歳となる人

大正８年４月２日～大正９年４月１日生１００歳となる人

平成３０年度末に１００歳以上となる人１００歳以上の人

※60歳から65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺
の日常生活活動が極度に制限される程度の障がいや、ヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障
がいがある人

B
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肥
満
予
防
（
満
腹
中
枢
が
刺
激
さ
れ
、
食
べ
過
ぎ
を
予
防
で
き
ま
す
）

　
　

味
覚
が
発
達
（
食
べ
物
の
味
が
よ
く
分
か
り
ま
す
）

　
　

言
葉
の
発
音
が
は
っ
き
り（
口
の
ま
わ
り
の
筋
肉
が
発
達
し
、発
音
が
は
っ
き
り
し
ま
す
）

　
　

脳
の
発
達
（
脳
へ
の
血
流
が
増
え
、
脳
の
働
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
）

　
　

歯
の
病
気
を
予
防（
噛
む
と
唾
液
が
た
く
さ
ん
出
て
、歯
の
よ
ご
れ
を
き
れ
い
に
し
ま
す
）

　
　

ガ
ン
予
防
（
唾
液
が
発
が
ん
性
物
質
の
働
き
を
抑
え
ま
す
）

　
　
　

胃
腸
の
働
き
を
促
進
（
消
化
酵
素
が
た
く
さ
ん
出
て
、
消
化
吸
収
を
助
け
ま
す
）

　
　

全
力
投
球
（
歯
を
く
い
し
ば
る
こ
と
で
力
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
）

ひみこのはがい
〜

ぜ
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繋 
対
象
者

　

町
内
在
住
の
今
年
度　

歳
、　

歳
、　

歳
、

２０

３０

４０

　

歳
、　

歳
、　

歳
、　

歳
に
な
る
人

５０

６０

７０

８０

（
対
象
者
の
人
に
は
ハ
ガ
キ
で
個
別
通
知

し
ま
す
。）

歯
周
病
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

罫 
実
施
時
期　

６
月
１
日
（
土
）
〜　

月
１０

　

日
（
木
）

３１茎 
実
施
場
所　

歯
周
病
が
受
診
で
き
る

歯
科
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
６
月
広
報

紙
に
折
込
の
け
ん
し
ん
の
ご
案
内
も
し
く

は
早
島
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.tow
n.haya

shim
a.lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

荊 
受
診
方
法　
 
歯
科
医
療
機
関
へ
お
問

い
合
わ
せ
の
上
、
検
診
案
内
の
ハ
ガ
キ
と

健
康
保
険
証
、
健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

蛍 
個
人
負
担　

５
０
０
円

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯

で
減
免
を
希
望
す
る
人
は
、
受
診
前
に
印

鑑
と
検
診
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
持
参
の
う
え
、

健
康
福
祉
課
の
窓
口
で
「
無
料
券
」
の
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 
「
朝
起
き
た
時
に
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
す
る
」、「
歯
磨
き
の
時
に
出
血
す
る
」、

「
口
臭
が
気
に
な
る
」
…
な
ど
の
症
状
が
気
に
な
る
人
は
歯
周
病
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
歯
周
病
は
、
病
原
菌
が
炎
症
を
起
こ
し
た
り
、
血
液
に
乗
っ
て
全
身
に

運
ば
れ
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
全
身
の
健
康
に
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
自
分
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
健
康
的
な
歯
を
守
る
た
め
、
早

島
町
で
は
左
記
の
と
お
り
歯
周
病
検
診
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診

を
受
け
、
歯
周
病
の
早
期
発
見
・
早
期
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
８
０
２
０
運
動
」で
元
気
に
健
康
長
寿
！

〜
６
月
４
日
〜　

日
は
歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す
〜

１０

８
０
２
０
運
動
と
は

８
０
２
０
運
動
と
は
？？

 　
「　

歳
に
な
っ
て
も　

本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
」
と
い
う

８０

２０

運
動
で
す
。　

本
以
上
の
歯
が
あ
る
と
、
た
い
て
い
の
も
の
を
不

２０

自
由
な
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  
日
頃
か
ら
、
む
し
歯
予
防
や
歯
周
病
予
防
、
口
腔
機
能
の
維
持
・

向
上
な
ど
、
歯
と
口
の
健
康
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

平成１１年４月１日～平成１２年３月３１日２０歳

平成元年４月１日～平成２年３月３１日３０歳

昭和５４年４月１日～昭和５５年３月３１日４０歳

昭和４４年４月１日～昭和４５年３月３１日５０歳

昭和３４年４月１日～昭和３５年３月３１日６０歳

昭和２４年４月１日～昭和２５年３月３１日７０歳

昭和１４年４月１日～昭和１５年３月３１日８０歳

い
つ
ま
で
も　

続
く
け
ん
こ
う　

歯
の
ち
か
ら

  
（
令
和
元
年
度　

歯
と
口
の
健
康
週
間
標
語
）

 
　

健
康
福
祉
課　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
8
3
）

問

よ
く
噛
ん
で
、
美
味
し
く
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
よ
う
！

　
「
ひ
み
こ
の
は
が
い
〜
ぜ
！
」
〜
よ
く
噛
む
こ
と
の
８
つ
の
効
果
〜
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児
童
手
当
現
況
届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

　

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
６
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
況
届

は
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
確
認

し
、
児
童
手
当
を
受
け
る
要
件
が
あ

る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
、
現

況
届
の
用
紙
と
添
付
書
類
に
つ
い
て

の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
６
月　

日
（
金
）

２８

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

 
　

健
康
福
祉
課

　
（
緯
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

問

心
身
障
害
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受

給
資
格
証
の
更
新
及
び
新
規
申
請
に
つ
い
て

　

現
在
交
付
し
て
い
る
心
身
障
害

者
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給

資
格
証
は
、
６
月　

日
で
期
限
切
れ

３０

に
な
り
ま
す
。
６
月　

日
（
月
）
ま

１０

で
に
更
新
の
お
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

前
年
度
所
得
超
過
等
で
対
象
と
な

ら
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
所
得
の
減

額
な
ど
に
よ
り
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
５
月
号

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
健
康
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

更
新
期
間

　

申
請
書
送
付
後
〜
６
月　

日（
月
）

１０

ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
時　
３０

分
〜　

時　

分
）

１７

１５

更
新
場
所

　

町
役
場
健
康
福
祉
課

 
　

健
康
福
祉
課

　
（
緯
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

問

人
間
ド
ッ
ク
等
で
左
記
の
検
診（
健
診
）を
受
け
た

人
へ
受
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

◆
特
定
健
康
診
査
・

　
　
 
後
期
高
齢
者
健
診

対
象

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
令
和

２
年
３
月　

日
時
点
の
年
齢
が

３１

　

歳
以
上　

歳
未
満
の
人
で
、

４０

７５

早
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
、
ま
た
は
町
内
に

住
所
を
有
す
る
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
加
入
の
人
。

対
象
と
な
る
検
査
項
目

煙
必
須
項
目
…
身
長
、
体
重
、

腹
囲
（
後
期
高
齢
者
健
診
は

除
く
）、
血
圧
、
診
察
、
血
中

脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、

血
糖
検
査
、
尿
検
査

煙
詳
細
な
健
診
…
必
須
項
目
に

加
え
貧
血
検
査
、
心
電
図
検

査
、
眼
底
検
査

補
助
額　

上
限
３ ,
０
０
０
円

補
助
回
数　

平
成　

年
４
月
１

３１

日
か
ら
令
和
２
年
３
月　

日
ま

３１

で
に
１
回

※
町
が
行
う
集
団
け
ん
し
ん
お

よ
び
個
別
け
ん
し
ん
を
受
診

し
た
人
、
職
場
等
で
費
用
の

助
成
を
受
け
て
い
る
人
、
保

険
診
療
と
し
て
受
診
し
た
人

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
査
、

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ

Ｔ
検
査
に
よ
る
肺
が

ん
検
診

対
象

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
令
和

２
年
３
月　

日
時
点
の
年
齢
が

３１

　

歳
以
上
の
人

４０対
象
と
な
る
検
査
項
目

　

ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
査
ま
た
は

マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
検
査
の

い
ず
れ
か
一
方

補
助
額　

上
限
３ ,
０
０
０
円

補
助
回
数　

平
成　

年
４
月
１

３１

日
か
ら
令
和
２
年
３
月　

日
ま

３１

で
に
１
回

※
町
が
行
う
集
団
け
ん
し
ん
お

よ
び
個
別
け
ん
し
ん
を
受
診

し
た
人
、
職
場
等
で
費
用
の

助
成
を
受
け
て
い
る
人
、
保

険
診
療
と
し
て
受
診
し
た
人

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

《
申
請
の
方
法
》

　

町
民
課
お
よ
び
健
康
福
祉
課

の
窓
口
に
お
い
て
令
和
２
年
３

月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
指
定
の
口
座
に
受

診
費
用
の
一
部
を
振
り
込
み
ま

す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
内
訳
の
わ
か
る
領
収
書

②
検
診
（
健
診
）
結
果
の
写
し

③
受
診
券
（
特
定
健
診
・
後
期

高
齢
者
健
診
）

④
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の

⑤
印
鑑

受
付
窓
口
・ 

　

町
民
課
（
特
定
健
診
）

　
（
緯
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６

　

１
３
）

　

健
康
福
祉
課 

　
（
が
ん
検
診
等
）

　
（
緯
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４

　

８
３
）

問

受　付
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日　時　6月12日（水）
　　　　13：00〜15：00（相談時間）
場　所　栴檀の家

知的障がい者相談

こころの健康相談（要予約）

日　時　6月26日（水）
　　　　13：00〜14：00
場　所　栴檀の家
※専門医師が相談に応じます。

 
渡  
邉 　
 
和  
子 　
 　

歳
（
４
月
１
日
、
塩
津
）

わ
た 
な
べ 

か
ず 

こ

８５

 
八  
杉 　
 
一  
己 　
 　

歳
（
４
月　

日
、
花
町
）

や 

す
ぎ 

か
ず 

み

８０

１４

 
小  
橋 　
 
節  
子 　
 　

歳
（
４
月　

日
、
舟
本
）

こ 

ば
し 

せ
つ 

こ

１００

１７

 
岡  
部 　
 
長  
平 　
 　

歳
（
４
月　

日
、
噂
島
）

お
か 

べ 

ち
ょ
う 
へ
い

９０

３０

 　健康福祉課
　　　　　（☎086・482・2483）
問

66月保健ガイ ド

早島の人の動き

前月比

（±０人）人12,588町人口／

（＋８人）人6,072男　性／

（−８人）人6,516女　性／

（＋２世帯）世帯5,024世帯数／

（令和元年５月１日）

　毎日しっかり朝ごはんを食べていますか？１日のスタートに
朝ごはんを食べることは、空腹を満たすだけでなく、脳のはた
らきを活発にしたり、便通をよくしたりする効果もあります。
　朝ごはんを食べる習慣を身につけて、１日を元気に過ごしま
しょう！

　☆朝ごはんを食べるといいことたくさん！

１.脳にエネルギー補給
　朝ごはんを食べることで、脳の働きを活発にし、集中力や記
　憶力を高めます。
２.体温が上昇！
　体温が上昇し、代謝が高まり、体を元気に動かすことができ
　ます。
３.便通をよくする！
　腸を刺激し、便通がよくなります。

　☆朝ごはんのポイント

　主食を中心に、主菜・副菜・汁ものなども組み合わせると理
想的です。

朝ごはんを食べて元気いっぱい！
〜６月は食育月間　毎月１９日は食育の日〜

☆まぜまぜ　おにぎり(４人分)

作り方分　量材　料

①ごはんにお好みの具を混ぜる。

②手の平にラップを置き、にぎっ

ておにぎりにする。

680ｇ

(1人あたり

170g)

お好みで

ごはん

お好みの具

　とうもろこし

　枝豆（冷凍）

　ツナ缶

　わかめふりかけ

エネルギー：３１６キロカロリー たんぱく質：７.９g　脂質：０.８g　炭水化

物：６６.７g　カルシウム：７mg食物繊維：１.２ｇ　食塩：０.２g

ポイント：おにぎりにとうもろこしやツナ缶等を混ぜるこ
とで、食物繊維やたんぱく質もとれて栄養価があがります。

具材は他にもチーズ、鮭フレーク、ごまなどもおすすめです。

お好みの具を混ぜて自分だけの

栄養たっぷりおにぎりを

作ってみましょう！

兼
献
牽
献
験

かんたん・栄養たっぷり 朝ごはんメニュー

 　健康福祉課
　（緯086・482・2483）
問
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◆
ご
存
じ
で
す
か
？

　

早
島
町
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
度

　

高
齢
者
等
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
ら
の
健
康
を
維
持
し
、
地
域

や
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
支
援
す
る
制
度
で
、
平

成　

年
４
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま

３０
す
。

活
動
場
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
と
ス
タ
ン
プ
手
帳

 （
写
真
） に
ス
タ
ン
プ
が
も
ら
え
ま
す
。

　

１
年
間
で
集

め
た
ス
タ
ン
プ

は
、
数
に
応
じ

て
最
大
で
年
間

５
千
円
の
交
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
象
者

　

本
町
に
お
住
ま
い
の
概
ね　

歳
以
上

４０

の
人
で
、
要
介
護
１
〜
５
の
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
人

地地地地地地
域域域域域域
包包包包包包
括括括括括括
支支支支支支
援援援援援援
セセセセセセ
ンンンンンン
タタタタタタ
ーーーーーー
便便便便便便

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
便
りりりりりりり

活
動
内
容

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
指
導
や
参

加
支
援
、
行
事
の
手
伝
い
、
話
し
相
手
、

お
茶
出
し
や
配
膳
等
、
町
が
実
施
す
る

介
護
予
防
教
室
等
の
お
手
伝
い
、
地
域

で
実
施
し
て
い
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
・
い

き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
百
歳
体
操

等
の
支
援

活
動
場
所

　

町
指
定
の
介
護
保
険
施
設
、
町
内
団

体
活
動
場
所
等
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
で
実
施
し
て
い

る
給
食
サ
ー
ビ
ス
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
・

百
歳
体
操
（
こ
ろ
ば
ん
塾
）
等
）

活
動
す
る
に
は  
町
主
催
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講

（
毎
年
開
催
）
後
、
い
き
い
き
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
2
4
3
2
）

問

 

ボランティアボランティア 受入機関受入機関
（施設・町内活動団体等）

①
登
録
申
請

②
ス
タ
ン
プ
手
帳
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
証
交
付

⑤
ポ
イ
ン
ト
確
認
・
交
換
申
請

⑥
転
換
交
付
金
振
込

④スタンプ手帳押印・記入

③活動

早島町又は管理機関地域包括支援センター

連
絡
調
整
・

連
携
・
支
援

制度の
流れ

角

角
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◆
め
ざ
せ
元
気　

こ
ろ
ば
ん
塾

！！

　

新
た
に
弁
財
天
地
区
で
開
始
！

　

住
民
が
主
体
と
な
り
介
護
予
防
・
地

域
交
流
を
目
的
と
し
て
「
い
き
い
き
百

歳
体
操
」
に
取
り
組
む
「
め
ざ
せ
元
気

　

こ
ろ
ば
ん
塾
」
が
新
た
に
弁
財
天
地

！！区
で
５
月
か
ら
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

  
こ
ろ
ば
ん
塾
に
参
加
し
て
、
体
操
や

参
加
者
同
士
の
交
流
を
通
し
、
心
身
共

に
元
気
な
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
。「
自
分

の
地
区
で
も
取
り
組
み
た
い
」
等
こ
ろ

ば
ん
塾
に
関
す
る
ご
質
問
・
ご
相
談
が

あ
れ
ば
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

 
◆
ゆ
め
ひ
ろ
ば

　
「
ゆ
め
ひ
ろ
ば
」は
高
齢
者
に
限
ら
ず
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
え
る
場
所

で
す
。
何
で
も
相
談
会
・
健
康
や
介
護

に
つ
い
て
の
講
座
・
茶
話
会
等
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
家
族
や
友
達
同
士
で
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
４
日
（
火
）　

時
〜　

時

１０

１６

会
場　

ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス

参
加
費　

１
０
０
円

※
お
好
き
な
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
（
出
入
り
自
由
で
す
）

 
◆
成
年
後
見
制
度（
権
利
擁
護
）の
相
談

　

高
齢
者
の
権
利
を
守
る
こ
と
の
相
談

や
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
無
料
相
談
日
に
は
、
司
法
書

士
や
弁
護
士
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
個
別
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

　

 
◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

長
津
・
畑
岡
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
の
み
な

さ
ん
が
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
認
知
症
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
持
た

ず
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
対
し
て

温
か
い
目
で
見
守
る
「
応
援
者
」
で
す
。

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
グ
ル
ー
プ

や
団
体
等
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

 
◆
認
知
症
予
防
教
室

〜
あ
た
ま
を
使
っ
て
、
か
ら
だ
を
動

か
し
て
、
元
気
に
認
知
症
予
防　

〜
!!

　

今
年
度
も
認
知
症
予
防
に
取
り
組
む

教
室
を
６
回
開
催
し
ま
す
。
２
回
目
以

降
の
開
催
日
時
や
場
所
は
広
報
誌
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
ご
案
内

し
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
知

り
、
い
つ
ま
で
も
元
気
な
脳
を
維
持

し
ま
し
ょ
う
！

 
第
１
回

日
に
ち　

６
月　

日 （
金
）

１４

時
間　

①　

時
〜　

時　

１０

１２

　
　
　

②　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

　
　

※
①
②
は
同
じ
内
容
で
す
。

会
場　

ゆ
る
び
の
舎
２
階 
研
修
室

内
容

・
認
知
症
に
つ
い
て
、
認
知
症
予
防
に

つ
い
て
の
講
話
や
体
操

・
脳
ト
レ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

・
も
の
忘
れ
相
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
等

参
加
費  
無
料

申
込

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡

下
さ
い

健 康 ＆ 福 祉 ガイド
Health and Welfare Information

認知症サポーターになりました

６月１４日は
認知症予防
の日です

弁天ころばん塾

無料相談日（司法書士）
第 １ 回　６月２６日 （水）
　　　　 １４時〜１６時
※前日までに予約が必要です
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単位を取得して、ステップアップ！

成人向け講座　はやしま学「まなびの舎」開講

内　容分　野

健康に生きるための知識を取得できる講座
及び実習です。
今年度は下記の講座と連携して、多彩な講
座を実施します。
・川崎医療福祉大学連携講座「フレッシュ
健康栄養教室」

・町民活動支援センター「ふれあい講座」　
ほか

健　　康

岡山の歴史、特に備中地域にスポットを当
てた講座です。歴　　史

ESDとは「持続可能な社会づくりの担い手
を育むための教育」のことです。
環境、貧困、人権、平和、開発といった課題を
自らの問題として捉え、身近なところから
取り組むことで、これらの課題を解決する
ための力を身につけることをめざします。
今年度は、早島町の自然環境や伝統文化、人
権等について、幅広い講座を実施予定です。

E　S　D
（ふるさと）

対象講座

・まなびの舎講座

・町内で実施されている既存の講座で、生涯学習

課が指定するもの

　※本紙折込の一覧表をご覧ください。

対　　象▶町内在住・在勤の成人、岡山市・倉敷市
　　　　　在住の成人

開　　講▶６月〜令和２年３月
開 講 式▶６月２９日（土）１０時〜中央公民館講座室２
受 講 料▶５００円
申込方法▶申込書に必要事項を記入の上、受講料を
　　　　　添えて生涯学習課に提出してください。

※申込用紙はゆるびの舎、公民館で配布しています。

（随時受付中）

※個々に申込が必要な講座もあります。

単位制度について
　講座を受講することにより、単位が取得で

きます。

　単位は、複数年にわたり取得することがで

きます。（前年度以前に取得した人は、今年

度に引き継げます。）また、複数の講座を受

講し取得することもできます。取得した単位

により、修了証、はやしま学応援サポーター

認定証、講師認定証を授与します。

☆１５単位以上取得→修了証

☆３０単位以上取得→はやしま学

　　　　　　　　　応援サポーター認定証

☆１００単位以上取得→講師認定証

　早島町では、平成２５年に「はやしま学」を創設し、学校と地域で、町民とともに早島について学び、未来
を考える取り組みを行っています。その一環として、全ての町民が学び合い、早島への愛着を深め、持続
可能な教育の町づくりをめざす生涯学習の場である、「まなびの舎」を平成２７年度から実施しています。
　今年度も６月から「まなびの舎」が開講します！
　まなびの舎は単位制となっており、受講後は取得した単位数により認定書を授与します。認定された人
には、講座の企画・運営にご参加していただくとともに、得た知識を地域で役立てていただく予定です。
　知識を深め自己を磨き、地域で活躍できる人材をめざしませんか？

 　生涯学習課　（緯086・482・1511）問
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　花の銀行友の会会員の皆さんが育てたハナショウブ
を展示します。ぜひお立ち寄りください。

日　時諮６月１日穣〜７日畳

場　所▶早島町中央公民館
 　生涯学習課　（緯086・482・1511）問

涼やかな花に癒されて

第32回花ショウブ展

日　時諮８月10日穣　17:00〜21:00
 　　　　 ※雨天の場合は8月11日 （日）に順延
内容　踊り、ステージ、模擬店、花火など盛りだくさん！
　詳細は次月以降の広報紙及び町ウェブサイトでお知
らせします。
 　生涯学習課　（緯086・482・1511）問

夏と言えば！

備中はやしま夏まつり

日　時諮7月1 5日条常 開場13：30　開演14：00

会　場▶ゆるびの舎・文化ホール
入場料　一般１,０００円、高校生以下５００円（全席自由）
　　　　※チケットはゆるびの舎で販売しています。
出　演　アンサンブル早島
指　揮　江島幹雄（アンサンブル早島音楽監督、
　　　　　　　　　くらしき作陽大学特任教授）
ゲスト　高橋　誠（ヴァイオリン）
　　　　長坂拓己（ゲストコンサートマスター）
　　　　江島直之（チェロ）
　　　　能登泰輝（ピアノ）
　　　　中尾俊直（ナレーション）
プログラム　情熱大陸、オリーブの首飾り、パイレーツ・
　　　　オブ・カリビアン　他
 　ゆるびの舎（緯086・482・4800）問

災害復興支援チャリティーコンサート

アンサンブル早島サマーコンサート
2019 in YURUBI

日　時諮7月20日穣
　　　　　開場13：00
　　　　　開演13：30

会　場▶ゆるびの舎・
　　　　文化ホール
入場料　無料（要整理券）
　　　　整理券はゆるびの舎で配布中
出演　早島中学校吹奏楽部　他
※曲目などは次号（７月号）でお知らせします。
 　ゆるびの舎
　　（緯086・482・4800）
問

若さ溢れる音が響く　

吹奏楽フェスティバル2019
in ゆるび
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図書館だより

☆ストーリーテリング
６月１日 （土）　１５：００〜　１階おはなしのへや
図書館ボランティア　おはなしの会かたつ夢り
　ろうそくを灯してお話を語ります。お話の世界
を一緒に楽しみましょう。

☆かみしばいのじかん
６月９日 （日）　１４：００〜　１階おはなしのへや
図書館ボランティア　はやしま本だいすきの会
　絵本や紙芝居の読み聞かせなどをしています。
　どなたでもお気軽にどうぞ。

☆おはなしの時間
休館日を除く毎週木曜日１０：３０〜
１階おはなしのへや（６月６、１３、２０日）
　職員による読み聞かせなどをしています。

★ブックスタート★
対 象 者
平成３０年６月生まれ以降の乳児健診対象者。
（町民課でお申し込みいただくと、図書館から
お知らせハガキが届きます。図書館でも随時実
施していますが混み合うことがありますので、
なるべく下記実施日をご利用ください。）

実 施 日　６月１８日 （火）　１３：３０〜
実施場所　乳児健診会場（健康づくりセンター）
＊ブックスタートについては、図書館にお問い合わせ
くださるか、ホームページをご参照ください。
　http://www.bookstart.net

図書館カレンダー　６月のお休み
３，１０，１７，２４，２７日
☆６/２７は電話対応可☆

 　町立図書館（☎086・482・1513）問

■２０１９図書館公開講座

 朗読で脳トレ〜朗読ステップアップ講座 全３回〜
　テキストを声に出して読むことで、体と心と脳に良い
朗読を体験します。朗読は初めてという人も、声を出す
機会が少ない人も、どうぞお気軽にご参加ください。声
を出すことでリフレッシュでき、わかりやすく聞こえや
すい話し方も学べます。
講師　中山 美保 氏
　　　（元山陽放送アナウンサー）
日時　第１回…６/２２ （土）
　　　第２回…７/１３ （土）
　　　第３回…７/２７ （土）
　　　いずれも１３：００〜１６：００
会場　ゆるびの舎２階　研修室
定員　３０名
受講料　５００円（３回分）
申込　６月１日 （土）から受付開
　　　始（定員になり次第締め切り）

◎布絵本とストーリーテリングによる　　　
　「おとなのためのおはなし会」
　図書館ボランティア「布絵本の会」と「おはなしの会
かたつ夢り」が、おはなしの世界にご案内します。日常
から少し離れて、心温まる静か
なひとときをお楽しみください。
日時　６月１４日 （金）
　　　１０：００〜１２：００
会場　ゆるびの舎 ２階 集会室
おはなしプログラム
・ももたろう
・五人ののぞみ
・かしこいグレーテル　ほか

◎

No.257“ゆるび”WEEKENDコンサート

風薫る６月、アルパと
クロマチックハーモニカの調べ

日　時諮６月28日畳開場18：30　開演19：00
場　所▶ゆるびの舎・エントランスホール
出演　エジ★クロ
　　　エジ（Ｅji）クロマチックハーモニカ
　　　クロ（黒田玲子）アルパ（パラグアイ・ハープ）
プログラム　色彩のブルース、夜桜お七、遠いあなたへ、
　　　　　　アスンシオンに咲く花　他
 　ゆるびの舎（緯086・482・4800）問

入場無料
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こどもガイド
For Children

For Health
保健情報

予防接種を受けましょう！
　感染症にかからないように、また他の人にうつさないために予
防接種で免疫をつけましょう！以下は定期予防接種の一部です。

◎麻しん・風しん混合ワクチンの予防接種
　　対象者は下記のとおりです。
　第1期　生後12か月〜24か月未満の児
　第2期　５歳〜７歳未満で小学校入学前の１年間にある児

◎二種混合（ジフテリア・破傷風）の予防接種
　　小学6年生のお子さんは、二種混合の予防接種の対象年齢
（11歳〜13歳未満）です。

◎日本脳炎の予防接種
　　日本脳炎の予防接種は、標準的にはⅠ期を３歳で２回・
４歳で１回、Ⅱ期を９歳で１回（合計４回）受けることに
なっています。また、以下の①または②に該当する人には
特例措置があります。

①平成19年４月１日以前生まれで20歳未満の人
　Ⅰ期およびⅡ期の不足分（１〜４回）を接種可能。
②平成19年４月２日〜平成21年10月１日の間に生まれた人
　Ⅰ期の対象年齢（生後６か月〜 90か月未満）の間にⅠ期
の接種が完了しなかった人は、Ⅱ期の対象年齢（９歳〜 13
歳未満）の期間中にⅠ期の未接種分（１〜３回）を接種可
能。７歳６か月〜９歳未満の間は不可。

《予防接種の受け方》
　1．かかりつけの医療機関で、受けようとする予防接種の接

種日時等確認し、直接予約して接種してください。
　2．予防接種予診票は、医療機関に備えてありますので、直

接受診してください。

《持っていく物》
・小児医療費受給資格者証
・健康保険証
・母子健康手帳

　 　健康福祉課（☎086・482・2483）問

6月こども保健ガイド
場所　ゆるびの舎・健康づくりセンター
 　健康福祉課・保健師 （緯086・482・2483）問

ベビママサロン１回目

日時　6日（木）10：00〜12：00
対象　４〜５か月児とその保護者
　　　※対象者には個別通知します。
内容　同月齢児を持つ保護者の交流、離乳食（初

期）の進め方、作り方と試食　など

保育相談

日時　18日（火）10：00〜10：30（受付）
対象　就学前の乳幼児
内容　身体計測、栄養相談、歯科相談など
※母子健康手帳をご持参ください。

つどいの広場

日時　18日（火）10：00〜11：30
対象　就学前の乳幼児とその保護者
内容　ふれあい遊び、自由遊び、親子の交流など

乳児健診

日時　18日（火）13：30〜14：00（受付）
対象　4・7・9・12か月児
内容　身体計測、内科診察、栄養相談、歯科相談など
※母子健康手帳・問診票をご持参ください。

わんぱく広場（むし歯予防教室）

日時　25日（火）9：30〜12：00
対象　2歳6〜8か月児とその保護者
内容　2歳児のむし歯予防、歯の手入れ、親子あそ

びなど
※対象者には個人通知します。

Hello Babies
こんにちは赤ちゃん

4月生まれの 赤ちゃん

 吉  岡 　 碧  桜 ちゃん
よし おか み お

女の子（4月18日・前潟）
父・政敏、母・愛奈

 谷  脇 　 壱哉 ちゃん
たに わき いずき

男の子（4月7日・塩津）
父・吉剛、母・生喜

 並  家 　 佑 ちゃん
なみ や たすく

男の子（4月9日・長津・畑岡）
父・護、母・めぐみ

 中  村 　 朱  李 ちゃん
なか むら す い

女の子（4月7日・金田）
父・優一、母・真珠美

 片  山 　 俐  汰 ちゃん
かた やま り た

男の子（4月30日・宮崎）
父・努、母・由衣

 長  島 　 蒼  空 ちゃん
なが しま そ ら

男の子（4月25日・弁才天）
父・浩二、母・えり奈

赤ちゃんの写真を掲載しませんか？
詳細はまちづくり企画課
 （緯086・482・0612）へ。
死kikaku@town.hayashima.lg.jp
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にこにこ赤ちゃん　1回目
10：00〜
定員8組
要申込

13日（木）

地域交流企画「児童館ってどんなとこ？」
児童館館長：西原 満寿美 氏
活動の紹介をしてくれるよ。

10：30〜17日（月）

おはなしなあに＆わらべうた11：00〜24日（月）

赤ちゃんサロン
対象：1歳半までの親子

13：30〜25日（火）

にこにこ赤ちゃん　2回目
10：00〜
定員8組
要申込

27日（木）

こどもガイド
For Children

かんだ子育て支援センター
あそびのひろば

開園日　月〜土曜日
（ただし、日曜日・祝日・年末年始は除きます）
＊上記以外でも園行事の関係でお休み
になることがあります。詳細につい
ては気軽に問い合わせてください。

〒701-0304
都窪郡早島町早島4849-1
かんだ保育園内　☎086・480・0580
k-shien@kurukuru.or.jp
利用時間　10：00〜16：00

はやしま児童館
だより

問い合わせ先　早島児童館　〒701-0304
早島町早島1297−１（早島小学校の北隣）
　TEL/FAX 086・483・2358
※駐車場はトマト銀行の北側にあります。
※自転車で来る人は小学校正門前の土壁の前
に止めてください。

利用できる人
　０歳から18歳までの子どもとその保護
者／子どもの健全育成活動を進めている
団体など
休 館 日　火曜日・祝日
開館時間　10：00〜17：00

　コーチの喜屋武 昭江 氏の指導で、楽しくピンポンを練習しましょ
う。自分のラケットやシューズがある人は持って来てください。初
めてラケットを持つ人も参加できます。

どなたでも
１日（土）

14：00〜15：00
★ピンポンをしよう

　三冊ほどの絵本や紙芝居などを読んでいます。ゆったりと聞きに
来ませんか。

小学生対象
3日・10日・17日
・24日（月）

16：15〜16：45
○絵本タイム

　オセロの好きな人、トーナメントで対戦してみましょう。ルール
のわかる人ならどなたも参加できます。14：00からくじで対戦相
手を決めますので、遅れないように来てください。遊戯室2階のわ
くわくルームで行います。

どなたでも
８日（土）

14：00〜15：00
★オセロ大会

　パラバルーン（丸い大きな円形のナイロン布）を使って身体を動
かしましょう。まわりを皆で持って上げ下げしたり、ふくらませて
中に入ったりして遊びます。動きやすい服装で参加してください。

３歳〜就学前
親子

12日（水）
13：30〜14：30

○なかよしひろば
　「パラバルーンで
　 遊ぼう」

　絵本やふれあい遊びなどの後、輪ゴムを使った動くおもちゃの「パッチン
ガエル」を作って遊びます。ペンを使いますので、汚れても良い服装で参加
してください。

乳幼児親子
14日（金）

10：00〜11：00

○おやこひろば
　「パッチンガエルを
　 作ろう」

　児童館で子どもを遊ばせながら、お母さんたちもおしゃべりを楽しみま
しょう。10：30から約１時間、役場の保健師が来ます。子育ての悩みなど気
軽に話してみませんか。

乳幼児親子
21日（金）

10：30〜12：00
○ふれあいサロン

　全員参加で火災の避難訓練をします。雨天の場合は延期です。全員参加
26日（水）

16：00〜16：30
○避難訓練（火災）　

　親子でわらべうたやふれあい遊び、絵本などを楽しんだ後、たく
さんの新聞紙を使ってみんなで遊びます。

乳幼児親子
28日（金）

10：00〜11：00
○おやこひろば
　「新聞紙で遊ぼう」

★…要申し込み（就学前の幼児は保護者同伴）

子育て教室「歯のはなし」
歯科衛生士：兼本 郷美 氏
コップ・歯ブラシ（使っている
もの）を持ってきてね。

10：30〜3日（月）

わかみや保育園へ行ってみよう
10：00〜
定員8組
要申込

4日（火）

パパへのプレゼント作り
いつも頑張っているパパに
プレゼントを作ろう！

10：00〜
10日（月）〜

14日（金）

親子ヨガ
講師：西村 聡美 氏
対象：1歳までの親子
場所：早島町地域福祉センター
　　　2Fプレイルーム

10：00〜
定員8組
要申込

11日（火）
〔予告〕
★すまいるキッズ 〈２回で１つのコースです〉
　日　時　7月11日（木）・25日（木）　10：00〜
　対　象　1〜3歳の親子（8組：要申込）
　給食代　500円
★一時保育（要事前登録）
　お子さんのお世話ができない時、一時的にお預かりします。
　早島保育園　直通電話（緯086・486・1231）
　かんだ保育園　直通電話（緯086・480・1489）
　詳しくは各保育園にお問合せください。

★にこにこ赤ちゃん 〈２回で１つのコースです〉
　日　時　6月13日（木）、27日（木）　10：00〜
　対　象　1歳までの赤ちゃん（８組：要申込）
　資料代　200円
　場　所　早島町地域福祉センター（２F プレイルーム）
　持ち物　バスタオル
はいはいのひみつや絵本のことなどについて一緒に考え
てみませんか？カフェタイムもあるよ！
おしゃべりしながら子育て仲間をつくりましょう♥
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※
新
規
会
員
募
集
中

保
育
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
人

高
齢
世
帯
等
の
家
事
支
援
事
業
（
町
内

の
高
齢
者
を
対
象
に
家
事
の
お
手
伝
い
）

剪
定
・
草
刈
・
草
取
作
業
、
屋
内
外
の

軽
作
業

樹
脂
加
工
の
事
業
所（
原
材
料
投
入
な
ど
）

※
今
月
の
入
会
説
明
会

日
時　

６
月　

日
（
月
）

１０

　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１４

３０

場
所　

早
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

事
務
所
（
早
島
町
早
島
１
２
９
１−

７
）

 
　

公
益
社
団
法
人
早
島
町
シ
ル
バ
ー

　
　

人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
（
緯
０
８
６
・
４
８
０
・
０
３
３
５
）

　
　
（
胃
０
８
６
・
４
８
０
・
０
３
３
７
）

　
　

死hayashim
a@
sjc.ne.jp

　

倉
敷
市
を
は
じ
め
流
域
７
市
３
町
の
企

業
で
働
き
た
い
人
を
対
象
と
し
た
、
約
１

５
０
社
が
参
加
す
る
就
職
や
企
業
研
究
に

関
す
る
合
同
面
接
会
。
大
学
３
年
生
以
下

の
人
（
高
校
生
不
可
）
は
企
業
研
究
が
で

き
ま
す
。
会
場
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ

り
。
詳
し
く
は
倉
敷
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
。

日
時　

６
月　

日
（
火
）　

時
〜　

時

１８

１３

１７

問

場
所　

倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア

　
　
　

エ
メ
ラ
ル
ド
ホ
ー
ル

対
象
者

①
就
職
面
接
会　

令
和
２
年
３
月
新
卒
予

定
者
、
既
卒
者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望

者
な
ど

②
企
業
研
究
説
明
会　

全
学
生
（
主
に
大

学
３
年
生
以
下
）

事
前
申
込　

不
要
、
当
日
会
場
へ

 
　

倉
敷
市
労
働
政
策
課

　
　
（
緯
0
8
6
・
4
2
6
・
3
4
1
5
）

　
「
さ
つ
き
コ
ー
ラ
ス
」は
早
島
町
婦
人
会

の
ク
ラ
ブ
の
一
つ
で
す
。
町
内
の
歌
が
好

き
な
人
が
集
ま
り
、
心
身
の
健
康
を
守
る

目
的
で
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

練
習
日　

火
曜
日
（
月
３
回
）

　
　
　
　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

練
習
場
所　

中
央
公
民
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

会
費　

２ ,
５
０
０
円
／
月

 
　

佐
藤 
寛
子

　
　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
0
8
0
6
）

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
プ
場

で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
青
少
年
（
日
本
人
・

外
国
人
）
が
、
キ
ャ
ン
プ
生
活
や
富
士
登

問問

早
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

山
な
ど
の
野
外
活
動
を
共
に
し
な
が
ら
友

情
を
深
め
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て
「
新

し
い
仲
間
と
の
出
会
い
」
の
楽
し
さ
や
、

友
だ
ち
と
協
力
し
助
け
合
う
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

期
間　

７
月　

日（
火
）〜
８
月
３
日（
土
）

３０

　
　
　

４
泊
５
日

場
所　

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

定
員　

日
本
人　

名　

外
国
人　

名

８０

２０

対
象　

小
学
３
年
生
〜
小
学
６
年
生

内
容　

富
士
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
体
験
、

野
外
炊
飯
体
験
、
ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
、
星
空

観
察
な
ど

締
切　

７
月
５
日
（
金
）

参
加
費　

７
２ ,
０
０
０
円
（
岡
山
駅
発
着
）

 
　

公
益
財
団
法
人 
国
際
青
少
年
研
修

　

協
会（
緯
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１
）

http://w
w
w
.kskk.o

r.j

　
        
 
 
       
   p  

　

南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
食
事
会

を
兼
ね
た
栄
養
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
、
食
事
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ

と
は
な
い
で
す
か
？

　

当
院
の
管
理
栄
養
士
と
共
に
、
実
際
の

お
食
事
を
食
べ
な
が
ら
、
一
緒
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

６
月　

日（
火
）　　

時
〜　

時　

２５

１１

１３

　
　
　
（
受
付 　

時　

分
〜
）

１０

３０

場
所　

南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー　

１
階　

　
　
　

花
明
か
り
ホ
ー
ル

対
象
者　

健
康
と
食
事
に
興
味
の
あ
る
人

問

費
用　

一
人 
８
０
０
円
（
食
事
代
）

定
員　

先
着　

名
２０

申
込
締
切　

６
月　

日
（
火
）　

時

１８

１７

 

・ 

　

南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー　

栄
養
管
理
室

　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
1
1
2
8
）

申

問

さ
つ
き
コ
ー
ラ
ス
会
員
募
集

高
梁
川
流
域
合
同
企
業
面
接
会

就
職
＆
企
業
研
究

第　

回　

青
少
年
国
際
交
流

40
キ
ャ
ン
プ　

参
加
者
募
集

健
康
教
室
・
食
事
会
の
お
知
ら
せ
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まちかど情報 Information

(

　

現
在
、岡
山
セ
ン
タ
ー 
岡
山
市
北
区
中

山
下
１−

９−
)

４
０
新
岡
山
ビ
ル
４
階 
、倉

(

敷
セ
ン
タ
ー 
倉
敷
市
阿
知
１−

７−

１　

)

天
満
屋
倉
敷
店
６
階 
及
び
津
山
セ
ン
タ

(ー 
津
山
市
新
魚
町
１
７
ア
ル
ネ
・
津
山
４

)

階
津
山
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 
の
３
か

所
で
登
録
・
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
県
下
全
域
か
ら
の
利
便
性
を
図
る

た
め
、
次
の
と
お
り
早
島
町
で
特
設
会
場

を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日

(

　

６
月　

日 
日)  

２３

受
付
時
間　
　

時　

分
〜　

時

１０

３０

１６

会
場　

早
島
町
中
央
公
民
館

受
付
可
能
人
員　
　

名
１０

会
員
登
録
が
ま
だ
の
人
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
入
会
申
込
を
行
い
、
ウ
ェ
ブ
上
で

「
お
か
や
ま
縁
結
び
ネ
ッ
ト　

登
録
・
閲

覧
室
」
へ
の
来
所
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 
　

お
か
や
ま
出
会
い
・
結
婚
サ
ポ
ー
ト

　
　

セ
ン
タ
ー

　
　
（
緯
０
８
６
・
２
３
６
・
０
８
０
２
）

第
７
回
映
画
観
賞
会『
ナ
デ
ィ
ア
の
誓
い
』

日
時　

６
月
１
日
（
土
）　

日
（
月
）　

１７

２７

日
（
木
）　

時
〜　

時

１０

１２

予
約　

１
， ０
０
０
円

当
日　

１
， ３
０
０
円

　

今
回
の
上
映
作
品
は
、
イ
ラ
ク
北
部
で

ISIS

    
に
よ
る
虐
殺
と
性
奴
隷
か
ら
逃
れ
、

問

費
１
８ ,
０
０
０
円

 
　

尾
崎

　
（
緯
0
7
0
・
5
0
5
5
・
3
3
6
3
）

http://w
w
w
.tsukubo

2
.j

　
        
 
 
        
 
  p  

　
 
当
セ
ン
タ
ー
は
、
岡
山
県
の
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
結
婚
を
希
望
す
る
若

者
の
結
婚
を
支
援
す
る
公
的
な
セ
ン
タ
ー

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
１
対

１
の
出
会
い
の
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
お

か
や
ま
結
び
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
し
て
い
ま

す
。

問

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
キ
ャ
ン
プ
や
ハ
イ

ク
な
ど
の
野
外
活
動
を
通
し
て
、
楽
し
く

自
然
を
学
び
友
情
や
協
調
の
精
神
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
は
月
２
回
程
度
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
活
動
体
験
も
で

き
ま
す
。

日
時　

７
月　

日
（
日
）　

時
〜　

時

１４

１０

１２

　
　
　
（
受
付 
９
時　

分
〜
）

４０

場
所　

御
南
西
公
民
館

　
　
　
（
岡
山
市
北
区
田
中
１
５
７−

１
１
０
）

対
象　

小
学
１
〜
３
年
生
の
児
童（
男
女
）

年
会
費　

登
録
費
５ ,
８
０
０
円
、育
成
会

はやしまふれあい講座 ご参加くださいあはやしまふれあ

●日　　時　６月１５日（土）１４：００〜
●会　　場　ゆるびの舎　２階研修室
●講　　師　重井医学研究所付属病院
　　　　　　内科部長　荒木 俊江 氏
●参 加 費　無料
●申込締切　６月１３日（木）まで
●申込方法
中央公民館１階「町民活動支援センター」または、
ゆるびの舎１階ロビーに申込用紙と応募箱があり
ます。記載の上、投函ください。
 　町民活動支援センター

（中央公民館内　緯086・482・3771）

　　NPO法人ふれあいネットはやしま・渡辺
（緯090・4145・2374）

問

6月の

講座

主催　町民活動支援センター
運営　NPO法人ふれあいネットはやしま

健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康講講講講講講講講講講講講健康講座座座座座座座座座座座座座

「「「「「「「「「「「「正正正正正正正正正正正正ししししししししししししくくくくくくくくくくくく学学学学学学学学学学学学ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼうううううううううううう「正しく学ぼう糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖糖尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿病病病病病病病病病病病病」」」」」」」」」」」」病」

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

都
窪
第
２
団　

入
団
説
明
会

お
か
や
ま
出
会
い
・

結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

早
島
特
設
会
場
開
設
の
お
知
ら
せ

リ
ト
ル
プ
レ
イ
ス
は
や
し
ま

６
月
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

人
々
の
希
望
と
な
っ
た
２
０
１
８
年
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者　

歳
の
ナ
デ
ィ
ア
に

２３

密
着
し
た
感
涙
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

ヨ
ガ
と
ク
リ
ス
タ
ル
ラ
イ
ア
ー
＠
リ
ト
ル

プ
レ
イ
ス
は
や
し
ま　
 ・ 
９
Vol

日
時　

６
月　

日（
土
）　　

時
〜　

時　

１５

１０

１２

入
場
無
料

　
（
イ
ベ
ン
ト
参
加
費
は
１
， ５
０
０
円
）

　

夢
の
コ
ラ
ボ
企
画
！
ヨ
ガ
で
身
体
を
整

え
て
、
ク
リ
ス
タ
ル
ラ
イ
ア
ー
の
波
動
の

音
色
で
心
を
癒
し
ま
し
ょ
う
。
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も
お
楽
し

み
に
。

は
や
し
m
a
m
a
企
画
子
育
て
サ
ロ
ン

日
時　

６
月　

日
（
火
）　　

時
〜　

時

１１

１０

１１

参
加
費

　

５
０
０
円
（
マ
マ
の
ド
リ
ン
ク
付
）

　

同
じ
子
育
て
の
悩
み
を
抱
え
る
お
母
さ

ん
た
ち
と
の
交
流
、
子
育
て
先
輩
マ
マ
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
飲
み
物
を
飲
み
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

親
子 　
 
リ
ト
ミ
ッ
ク

de

日
時　

６
月　

日
（
金
）　　

時
〜　

時

１４

１０

１１

参
加
費　

５
０
０
円

　

簡
単
な
体
操
や
リ
ズ
ム
遊
び
、
親
子
で

楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
中
心
に
ゲ
ー

ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
時
間
！

 
　

リ
ト
ル
プ
レ
イ
ス
は
や
し
ま

　
（
緯
0
8
0
・
9
7
9
5
・
1
1
4
0
）

問
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囲碁クラブ例会報告（ 4月28日　20人参加）
【成績順位】
①前田　直志　三段　五勝
②中村　行雄　六段　四勝
③藤原　栄二　５級　四勝
▽三勝者　　森下　晴夫　初段　ほか３人
＊定例会は毎月第４日曜日開催
＊次回は、6月23日（第４日曜日）9：00〜
＊場所　中央公民館　会費　600円
どうぞご参加ください。

いいかかししのの舎舎 66月月

講講座座・・イイベベンントト情情報報ののおお知知ららせせ
 ・・ 　いいかかししのの舎舎（☎086・483・1243（☎086・483・1243））申 問

◆コスプレイベント

　IN いかしの舎

6月15日(土)9時〜16時
参加費　2,000円
　　　　(女性限定)
申込締切　6月9日
詳しい内容はＨＰにて

◆まゆみゆちゃん

　ランチコンサート IN 早島

6月30日(日)　開場11:00〜
ランチ11:30〜　コンサート12:30〜
入場料　3,000円
　　　　(チケット販売はいかしの舎)
定員  30名
詳しい内容はＨＰにて

●うたごえ喫茶

6月 6 日（木）13:15〜14:45
6月25日（火）10:00〜11:30
参加費　1,500円
※1ドリンク、　お菓子付
会場　母屋2階

●ヨガ教室

火・金　14:00〜
水・木　11:00〜・14:00〜
土 　　11:00〜
初回500円　女性限定
講師  アサコ
　　　(全米ヨガアライアンスＲＹＴ200認定講師)
会場　長屋門

●お琴教室

　第2第4金曜日
　10:00〜
　12:00

詳しくはいかしの舎迄お問い合わせください。

　

く
ら
し
き
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
若

者
の
就
労
へ
の
支
援
を
多
面
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

開
所
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
９
時
〜　

時
１８

早
島
町
役
場　

出
張
相
談
日

　

毎
月
第
２
火
曜
日　
　

時
〜　

時

１４

１６

 
　

く
ら
し
き
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
（
緯
０
８
６
・
４
８
６
・
５
１
６
２
）

　
　

倉
敷
市
阿
知
一
丁
目
７-  
２

　
　

く
ら
し
き
シ
テ
ィ
西
ビ
ル
５
階

問

　

南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の

自
治
会
や
サ
ロ
ン
な
ど
を
対
象
に
、
出
張

講
演
会
（
ス
ピ
ー
カ
ー
ズ
バ
ン
ク
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。
健
康
に
ま
つ
わ
る
身
近
で

役
立
つ
テ
ー
マ
を
た
く
さ
ん
揃
え
て
い
ま

す
。
講
演
は
無
料
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
　

南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー 
病
診
連
携
室

　
　
（
緯
0
8
6
・
4
8
2
・
3
0
3
1
）

問

スピーカーズバンク テーマ一覧
テーマNo

高齢者に多い疾患の対策と予防1
高血圧について知ろう2
呼吸器系指定難病3
薬剤性アレルギー（特に薬剤性肺障害・脱感作療法）4
睡眠時無呼吸症候群5
ぜんそくの治療（成人）6
食物のアレルギー7
アレルギーについて8
息切れと慢性呼吸不全9
呼吸器感染症10

く
ら
し
き
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
お
知
ら
せ

地
域
に
出
向
い
て
講
演
を
し
ま
す

　

南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー
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算
数
を
も
っ
と
楽
し
く
、

も
っ
と
基
礎
と
活
用
の
問

題
が
で
き
る
よ
う
に
と
、

春
休
み
の
３
日
間
、
岡
山

大
学
の
数
学
研
究
室
の
岡

崎
先
生
と
大
学
生　

名
を

１２

講
師
に
迎
え
「
わ
く
わ
く

算
数
や
る
気
マ
ン
マ
ン
教

室
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
４
年

生
・
５
年
生
の　

人
は
、

２２

自
分
た
ち
の
苦
手
な
単
元

を
次
々
質
問
す
る
と
、
習

熟
度
に
合
わ
せ
て
学
生
が

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
、
と

て
も
充
実
し
た
時
間
に
な

り
ま
し
た
。

算
数
を
も
っ
と
楽
し
く
！

わ
く
わ
く
算
数
や
る
気
マ
ン
マ
ン
教
室

　

ま
た
、
岡
崎
先
生
の
算

数
講
座
で
は
、
対
角
線
の

長
さ
を
変
え
る
こ
と
で
、

い
ろ
ん
な
姿
の
鶴
が
折
れ

る
こ
と
に
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
か
ら
驚
き
の
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
算

　

新
学
期
を
間
近
に
控
え

た
３
月　

日
（
金
）、
今

２９

年
小
学
校
へ
入
学
す
る
新

１
年
生
に
使
っ
て
ほ
し
い

と
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
岡
山
さ
つ
き
か
ら
早
島

小
学
校
へ
ノ
ー
ト
と
鉛
筆

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
新
た
に
小
学
校

生
活
を
始
め
る
新
入
生
に
、

お
勉
強
頑
張
っ
て
ね
！

新
１
年
生
に
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
が
贈
ら
れ
ま
し
た

「
勉
強
を
頑
張
っ
て
」
と

い
う
エ
ー
ル
を
送
ろ
う
と

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

１
年
生
に
は
入
学
式
の
日

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
の
応
援
を
受

け
て
、
新
し
い
生
活
を
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

毎
月　

日
は
県
下
一
斉

１０

あ
い
さ
つ
運
動
で
、
町
内

の
学
校
園
に
地
域
の
皆
さ

ん
や
役
場
職
員
が
出
向
き
、

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

誰
に
で
も
」「
笑
顔
で
」「
相

手
の
目
を
見
て
」「
大
き
な

声
で
」「
ま
ず
自
分
か
ら
」

の
あ
い
さ
つ
５
つ
星
を
合

言
葉
に
園
児
児
童
生
徒
を

迎
え
て
い
ま
す
。

  
５
月　

日
（
金
）
の
あ

１０

倉
敷
警
察
署
長
も
参
加

県
下
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動

い
さ
つ
運
動
で
は
、
早
島

小
学
校
に
倉
敷
警
察
署
の

多
田
署
長
、
中
川
町
長
を

は
じ
め
、
警
察
署
員
や
地

域
の
皆
さ
ん
が
、
小
学
校

周
辺
の
交
差
点
で
の
見
守

り
や
、
校
門
で
の
あ
い
さ

つ
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

互
い
に
大
き
な
声
で
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
、
気
持
ち

の
良
い
朝
の
ひ
と
時
と
な

り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
交
通
安
全
重
点

地
区
活
動
に
対
す
る
功
労

表
彰
で
早
島
町
が
表
彰
さ

れ
、
５
月
７
日
（
火
）、
町

を
代
表
し
て
中
川
町
長
が

倉
敷
警
察
署
長
か
ら
感
謝

状
と
記
念
品
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

早
島
町
は
平
成　

年
度

３０

に
倉
敷
警
察
署
か
ら
「
高

齢
者
交
通
安
全
重
点
地

区
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

町
と
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

早
島
町
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た

が
主
体
と
な
り
、
警
察
と

協
力
し
て
交
通
安
全
教
育

や
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
減
少
に
向
け

て
、
今
後
も
引
き
続
き
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

数
の
楽
し
さ
を
学
ん
だ
貴

重
な
時
間
で
し
た
。
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４
月　

日
（
日
）、
第　

回
町
民
ソ
フ
ト

２１

８９

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
汗
ば
む
よ
う

な
陽
気
の
下
、
平
成
最
後
の
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
（
深
砂
グ
ラ
ン
ド
）
６

チ
ー
ム
、
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
（
南
グ
ラ
ン
ド
）

　

チ
ー
ム
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
、

１１結
果
は
下
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
最
後
の
熱
戦
！

第　

回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

８９

【
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
】

優
勝　

頓
行

準
優
勝　

下
前
潟

３
位　

早
島
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

３
位　
（
株
）
サ
ン
キ

【
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
】

優
勝　

サ
ン
ゲ
ツ

準
優
勝　

若
宮
ヤ
ン
グ
ラ
イ
オ
ン
ズ

３
位　

若
宮
ラ
イ
オ
ン
ズ

３
位　

早
島
支
援
学
校

　

４
月　

日
（
火
）、
ト
マ

１６

ト
銀
行
早
島
支
店
の
植
田

義
明
支
店
長
が
町
役
場
を

訪
れ
、
横
断
旗　

本
と
夜

５０

光
タ
ス
キ　

本
を
中
川
町

５０

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
銀
行
か
ら
は
毎

年
交
通
事
故
防
止
を
願
い
、

交
通
安
全
用
品
が
寄
贈
さ

交
通
安
全
に
役
立
て
て

ト
マ
ト
銀
行
か
ら
交
通
安
全
啓

発
用
品
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

れ
て
い
ま
す
。　

町

で
は
、
寄
贈
さ
れ
た

横
断
旗
を
通
学
路
へ

設
置
す
る
と
と
も
に
、

夜
光
タ
ス
キ
を
交
通

安
全
教
室
や
街
頭
啓

発
活
動
等
で
配
布
し
、

交
通
事
故
防
止
に
役

立
て
て
い
き
ま
す
。

　

岡
山
県
内
で
は
特
殊
詐
欺
に

よ
る
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
早
島
町
・
早
島
町
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
は
、

倉
敷
警
察
署
と
協
力
し
、
特
殊

詐
欺
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
民
生
委
員

に
よ
る
訪
問
活
動
の
際
に
、
チ

ラ
シ
を
配
る
な
ど
特
殊
詐
欺
を

防
止
す
る
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
に
は
注
意
し
、

怪
し
い
と
思
っ
た
時
に
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
す
ぐ
に
家
族
や
警

察
、
役
場
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

連
携
し
て
被
害
を
防
ぐ

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す

第
１
ブ
ロ
ッ
ク 
優
勝　

頓
行

第
２
ブ
ロ
ッ
ク 
優
勝　

サ
ン
ゲ
ツ
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毎
年
恒
例
の
早
島
公
園
さ
く
ら
写
生
大

会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
応
募
作
品
全　
73

点
か
ら
選
ば
れ
た
特
別
賞　

点
と
入
選　

10

20

点
が
、
4
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日
（
土
）
か
ら
5
月　

日

27
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（
日
）
ま
で
ゆ
る
び
の
舎
に
展
示
さ
れ
、

春
の
暖
か
な
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

早
島
公
園
の
春
を
絵
で
伝
え
る

第　

回 
早
島
公
園

４５
さ
く
ら
写
生
大
会

入賞者の皆さん

入
賞

早島町長賞
安原 菜乃佳（早島保育園ひまわり）

早島町副町長賞
徳田 結奏（朝日塾小学校１年生）

早島町教育長賞
服部 大我（早島小学校６年生）

早島町議会議長賞
齊藤 拓海（早島小学校４年生）

早島幼稚園長賞
澤田　峻（早島保育園ひまわり）

早島小学校長賞
尾藤 芽依（早島小学校４年生）

審査員特別賞
平田 桂樹（早島中学校２年生）

審査員特別賞
奥山 詩乃（早島小学校４年生）

早島中学校長賞
岡本 悠真（早島中学校１年生）

早島町観光協会長賞
林　為子（一般）

（敬称略）
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今
年
度
の
け
ん
し
ん
が
始
ま
り
ま
す
。
健
康
な
生
活
を
続
け
る
た
め
に
、
定
期
的
に

け
ん
し
ん
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
！
受
診
で
き
る
け
ん
し
ん
に
よ
っ
て
、
受
診
券
の
色

が
異
な
り
ま
す
。
よ
り
分
か
り
や
す
く
お
届
け
し
ま
す
。

66月月のの無料相無料相談談
町民課
緯086・482・2482町役場10：00〜15：00　 3日（月）全国一斉特設人権相談

総務課
☎086・482・0611

オアシス早島13：00〜14：0011日（火）行政相談

健康福祉課
緯086・482・2483

オアシス早島13：00〜14：0011日（火）心配ごと相談・児童相談

健康福祉課
緯086・482・2483

栴檀の家13：00〜15：0012日（水）知的障がい者相談

税務課
☎086・482・2484

町役場17：30〜20：0012日（水）・13日（木）夜間納税相談

健康福祉課
緯086・482・2483

ゆるびの舎・
健康づくりセンター10：00〜10：3018日（火）保育相談

健康福祉課
☎086・482・2483

栴檀の家13：00〜14：0026日（水）こころの健康相談（要予約）

学校教育課
緯086・483・2211

ゆるびの舎 8：30〜17：00随時（平日）教育相談

〈裏面〉 〈表面〉

　今年度から対象者全員に、けんしん受診券を送付します。
すべてのけんしんが一枚に載っていますので、ご自身の対象のけんし
んをご確認ください。詳しくは今月号折込「令和元年度早島町けんし
んのご案内」及び、本紙１２〜１３ページをご覧ください。

けんしん受診券の種別

 　町　民　課（緯086・482・0613）
　　健康福祉課（緯086・482・2483）
問

がん検診のみの対象者うす緑色

４０歳〜６９歳の特定健診・がん検診対象者ピンク

７０歳〜７４歳の特定健診・がん検診対象者水色

今年度７５歳になる特定健診・がん検診対象者白

後期高齢者健診・がん検診対象者黄色

※見本は「がん検診のみの対象者」の受診券です
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矢尾 日笠山 若宮

無津 塩津 官舎 大池

真磯台 市場 備南台

金田 噂島 下野 畑岡

ごみA地区

土金木水火月日

６／1３１３０２９２８２７５／２６
中学校体育会
9：00〜
宮山グランド

軽自動車税
納期限

資源ごみ（紙類）燃やせるごみＢ燃やせるごみＡ燃やせるごみＢ燃やせるごみＡ

８７６５４３２
ベビママサロン
１回目
10：00〜12：00
ゆるびの舎・
健康づくりセンター

全国一斉特設
人権相談
10：00〜15：00
町役場3階相談室

資源ごみ（金属類）燃やせるごみＢ燃やせるごみＡ燃やせないごみA燃やせるごみＢ燃やせるごみＡ

１５１４１３１２１１１０９
はやしま
ふれあい講座
14：00〜
ゆるびの舎・
2階研修室

●園庭開放
9：00〜11：00
幼稚園

●夜間納税相談
17：30〜20：00
町役場

●知的障がい者
相談
13：00〜15：00
栴檀の家

●夜間納税相談
17：30〜20：00
町役場

●心配ごと相談
・児童相談
13：00〜14：00
オアシス早島

●行政相談
13：00〜14：00
オアシス早島

燃やせるごみＢ燃やせるごみＡ燃やせないごみB燃やせるごみＢ燃やせるごみＡ

２２２１２０１９１８１７１６
●保育相談
10：00〜10：30（受付）
ゆるびの舎・
健康づくりセンター

●つどいの広場
10：00〜1１：30（受付）
ゆるびの舎・
健康づくりセンター

●乳児健診
13：30〜14：00（受付）
ゆるびの舎・
健康づくりセンター

燃やせるごみＢ燃やせるごみＡ燃やせないごみA燃やせるごみＢ燃やせるごみＡ

２９２８２７２６２５２４２３
“ゆるび”
WEEKEND
コンサート
19：00〜
ゆるびの舎

こころの健康相談
（要予約）
13：00〜14：00
栴檀の家

わんぱく広場
（むし歯予防教室）
9：30〜12：00
ゆるびの舎・
健康づくりセンター

燃やせるごみＢ燃やせるごみＡ燃やせるごみＢ燃やせるごみＡ３０

休日当番医

２日㈰ 大屋医院（北区東花尻） ☎０８６・２９３・６８２１

９日㈰ 笛木内科医院（北区庭瀬） 緯０８６・２９２・００３３

１６日㈰ 中島病院（南区妹尾） 緯０８６・２8２・0218

２３日㈰ しまばら内科消化器科クリニック（北区平野） 緯０８６・２９２・２５５５

３０日㈰ 平田内科医院（茶屋町） 緯０８６・４２９・２２２１

資源ごみ（びん類・廃乾
電池・水銀を含む蛍光管等）

資源ごみ
（布類・ペットボトル）

燃やせないごみB
午後から▶粗大ごみ戸別収集

中山 ニュー早島 頓行

小浜 塩地 花町 片田

長津 弁才天 宮崎

舟本 前潟 下前潟

三軒地 久々原

ごみB地区
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